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台
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史
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【
要
約
】
　
｝
九
五
〇
年
半
ば
以
降
、
中
国
共
産
党
政
権
（
以
下
、
中
国
）
に
次
第
に
接
近
す
る
国
際
社
会
と
対
中
封
じ
込
め
を
堅
持
す
る
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
（
以
下
、
米
国
）
と
の
間
の
摩
擦
、
そ
し
て
、
そ
れ
と
表
裏
｝
体
を
な
す
国
民
党
政
権
（
以
下
、
国
府
）
の
、
ま
た
国
府
を
支
え
る
米
国
の
国
際
的
孤

立
は
深
刻
化
す
る
…
方
で
あ
っ
た
。
五
八
年
晩
夏
に
勃
発
し
た
第
二
次
台
湾
海
峡
危
機
は
、
か
か
る
摩
擦
や
孤
立
を
「
限
界
点
」
に
ま
で
悪
化
さ
せ
、
米

国
は
、
台
湾
海
峡
で
の
「
分
断
固
定
化
」
1
対
中
封
じ
込
め
と
台
湾
の
確
保
を
中
核
的
要
素
と
し
、
海
峡
を
含
む
極
東
地
域
の
安
定
を
闘
指
す
秩
序
1
が

崩
壊
し
か
ね
な
い
事
態
に
直
面
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
米
国
は
、
国
際
社
会
に
お
け
る
国
府
の
イ
メ
ー
ジ
の
改
善
と
訴
求
力
の
向
上
に
よ
り
、
上
記
の

摩
擦
や
孤
立
の
さ
ら
な
る
悪
化
を
防
ご
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
危
機
終
息
後
、
米
国
は
、
経
済
体
制
を
め
ぐ
る
国
共
間
の
争
い
に
お
い
て
国
界
を
勝
利

へ
導
く
こ
と
で
そ
の
訴
求
力
を
更
に
高
め
る
べ
く
、
台
湾
で
の
経
済
成
長
の
実
現
に
注
賢
し
、
そ
し
て
、
危
機
後
の
こ
う
し
た
新
た
な
台
湾
政
策
は
、
六

〇
年
代
台
湾
に
お
け
る
輸
出
主
導
型
経
済
へ
の
転
換
を
促
す
外
在
的
誘
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
史
林
　
一
〇
〇
巻
一
号
　
二
〇
一
七
年
一
月

は
　
じ
　
め
　
に

本
稿
は
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
米
国
の
台
湾
政
策
の
変
容
を
も
た
ら
し
た
歴
史
的
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
解
明
に
向
け
、
そ
の
カ
ギ
と
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筆
者
が
考
え
る
、
五
八
年
晩
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
の
第
二
次
台
湾
海
峡
危
機
（
以
下
、
第
二
次
危
機
）
下
の
台
湾
政
策
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
風



以
下
、
五
〇
年
代
半
ば
の
台
湾
海
峡
秩
序
の
有
り
様
を
手
始
め
に
、
ま
ず
、
そ
の
変
容
を
概
観
す
る
。

　
第
一
次
台
湾
海
峡
危
機
（
以
下
、
第
一
次
危
機
）
の
終
結
か
ら
間
も
な
い
五
五
年
夏
、
台
湾
海
峡
に
は
、
「
分
断
固
定
化
」
と
称
し
て
よ
い
新

た
な
秩
序
が
姿
を
現
し
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
の
秩
序
は
、
次
の
三
つ
の
要
素
か
ら
な
る
、
時
の
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
（
U
≦
蒔
簿
P
霞
ω
Φ
9
0
≦
興
）
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

権
（
以
下
、
政
権
）
の
構
想
が
具
現
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
第
一
に
、
台
湾
の
安
全
確
保
で
あ
る
。
台
湾
は
、
中
国
大
陸
に
沿
う
形
で
日
本
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
経
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
ま
で
を
結
ぶ
、

「
太
平
洋
沿
岸
島
喚
連
鎖
（
夢
ω
評
9
旨
。
駿
－
鴇
。
冨
巨
磐
⇔
9
9
・
包
」
（
以
下
、
極
東
防
衛
ラ
イ
ン
）
に
お
け
る
拠
点
の
一
つ
で
あ
り
、
台
湾
を
含
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

同
ラ
イ
ン
の
安
全
は
、
そ
の
背
後
に
広
が
る
太
平
洋
を
「
敵
対
的
で
な
い
海
」
と
し
て
確
保
す
る
上
で
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
中
台
風

の
軍
事
衝
突
の
抑
止
に
よ
る
、
海
峡
を
含
む
極
東
全
体
の
安
定
の
維
持
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
中
国
を
中
長
期
的
に
「
封
じ
込
め
」
、
極
東

で
の
さ
ら
な
る
膨
張
を
抑
止
す
る
と
同
時
に
、
国
府
に
対
し
て
は
、
五
四
年
号
一
月
初
め
、
米
台
問
で
交
わ
さ
れ
た
米
墨
相
互
防
衛
条
約
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

り
、
そ
の
対
外
軍
事
活
動
を
、
何
よ
り
武
力
行
使
に
よ
る
共
産
政
権
打
倒
（
以
下
、
武
力
反
攻
）
を
封
じ
る
こ
と
で
、
そ
の
安
定
が
目
指
さ
れ
た
。

第
三
に
、
海
峡
で
の
そ
う
し
た
安
定
が
長
期
化
す
る
な
か
で
生
じ
る
と
期
待
さ
れ
た
、
中
台
そ
れ
ぞ
れ
の
変
化
で
あ
る
。
前
者
は
、
中
ソ
関
係

の
悪
化
に
伴
い
、
米
国
へ
の
中
国
の
敵
対
姿
勢
に
変
化
が
生
じ
る
展
開
を
言
う
。
一
方
、
後
者
は
、
国
府
の
園
山
支
配
層
を
構
成
し
、
武
力
反

攻
を
至
上
命
題
と
す
る
大
陸
出
身
の
申
国
人
が
、
時
の
経
過
と
と
も
に
、
大
陸
復
帰
へ
の
関
心
の
希
薄
な
「
土
着
の
台
湾
人
（
目
叶
ぞ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

悶
。
馨
。
ω
碧
ω
）
」
に
次
第
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
国
府
の
「
台
湾
化
」
を
指
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
「
分
断
固
定
化
」
の
下
で
の
、
五
五
年
夏
の
台
湾
政
策
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
ず
政
治
面
で
は
、
大
陸
の
共
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

政
権
に
対
抗
し
、
唯
一
正
統
な
中
国
政
府
を
代
表
す
る
政
治
体
と
し
て
、
国
府
を
「
承
認
し
、
［
同
国
に
】
政
治
的
支
援
を
与
え
る
」
こ
と
。
次

に
軍
事
面
で
は
、
国
府
に
よ
る
自
国
領
土
防
衛
に
対
す
る
軍
事
支
援
、
極
東
で
の
集
団
的
防
衛
力
強
化
に
寄
与
す
る
国
府
軍
の
育
成
、
そ
し
て
、

国
軍
に
装
備
、
訓
練
等
を
施
す
た
め
の
軍
事
援
助
の
提
供
で
あ
る
。
台
湾
に
お
け
る
国
府
軍
の
存
在
は
、
朝
鮮
や
イ
ン
ド
シ
ナ
に
向
け
た
中
国

の
軍
事
的
展
開
を
牽
制
し
、
対
中
封
じ
込
め
を
強
固
に
す
る
上
で
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
最
後
に
、
経
済
面
に
関
し
て
政
権
は
、
「
よ
り
強
力
な
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台
湾
経
済
の
形
成
」
を
基
本
方
針
と
し
、
そ
の
下
で
、
次
の
二
点
を
主
な
目
的
と
す
る
経
済
援
助
（
以
下
、
米
援
）
を
提
供
し
た
。
す
な
わ
ち
、

上
述
の
軍
事
援
助
以
外
で
、
国
府
軍
の
必
要
と
す
る
「
経
済
的
援
助
」
の
提
供
、
そ
し
て
、
イ
ン
フ
レ
の
危
険
と
常
に
隣
り
合
わ
せ
に
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

台
湾
の
「
経
済
的
安
定
へ
の
寄
与
」
で
あ
る
。
後
者
は
、
国
民
生
活
の
安
定
化
に
よ
り
共
産
主
義
の
浸
透
を
防
ぐ
こ
と
に
狙
い
が
あ
っ
た
。

　
つ
ま
り
、
五
〇
年
代
半
ば
の
台
湾
政
策
は
、
軍
事
的
強
化
や
政
治
的
安
定
の
要
請
に
対
す
る
経
済
の
従
属
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
。

　
だ
が
、
そ
れ
か
ら
四
年
後
、
か
か
る
政
策
の
有
り
様
に
顕
著
な
変
化
が
生
じ
る
。
ま
ず
、
政
治
面
に
お
い
て
さ
し
た
る
変
化
は
な
か
っ
た
一

方
で
、
軍
事
面
に
関
し
て
政
権
は
、
五
九
年
以
降
、
そ
れ
ま
で
膨
張
の
一
途
を
辿
っ
て
い
た
国
防
予
算
の
抑
制
を
国
府
に
働
き
か
け
、
成
功
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

収
め
た
。
す
な
わ
ち
、
六
〇
年
一
月
、
国
府
は
「
国
防
費
を
暫
時
現
在
の
額
に
維
持
す
る
」
と
定
め
、
軍
事
支
出
に
上
限
を
課
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
そ
う
し
た
膨
張
が
台
湾
経
済
に
及
ぼ
す
悪
影
響
に
鑑
み
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
経
済
面
に
お
い
て
変
化
は
よ
り
際
立
っ
て

い
た
。
政
権
は
や
は
り
五
九
年
以
降
、
米
援
を
必
要
と
し
な
い
「
経
済
的
自
立
」
に
向
け
た
台
湾
の
経
済
発
展
を
明
確
に
志
向
し
、
そ
の
た
め

の
広
範
な
改
革
を
進
め
る
よ
う
国
府
に
働
き
か
け
た
の
で
あ
る
。
そ
の
働
き
か
け
は
、
同
年
　
○
月
上
旬
の
デ
ィ
ロ
ン
（
○
．
H
U
O
¢
α
q
一
9
0
ω
　
U
躍
一
〇
P
）

国
務
言
置
に
よ
る
国
府
指
導
部
と
の
会
談
を
経
て
、
＝
一
月
初
頭
、
国
際
協
力
周
（
以
下
、
I
C
A
）
副
長
窟
サ
ッ
ツ
ィ
オ
（
い
8
濤
a
H

。っ

ｩ。

W
◎
の
訪
即
時
に
示
さ
れ
た
体
系
的
提
案
に
帰
結
し
た
。
サ
ッ
ツ
ィ
オ
は
近
い
将
来
の
米
援
の
終
了
を
示
唆
し
た
上
で
、
終
了
後
に
備
え

民
間
投
資
と
輸
出
の
拡
大
に
よ
り
国
内
資
本
形
成
を
進
め
る
よ
う
、
ま
た
そ
の
た
め
の
「
経
済
発
展
加
速
計
画
」
を
早
期
に
作
成
す
る
よ
う
国

　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

府
に
求
め
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
政
権
の
台
湾
政
策
は
そ
の
経
済
面
が
前
景
化
す
る
こ
と
で
質
的
に
変
容
し
、
以
後
、
六
〇
年
代
台
湾
に
お
け
る
、
輸
出
主
導
型

経
済
へ
の
転
換
を
後
押
し
す
る
外
在
的
誘
因
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
五
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
台
湾
政
策
の
変
容
と
は
、
大
要
、
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
と
の
関
連
で
、
当
該
時
期
の

台
湾
政
策
を
扱
う
歴
史
研
究
を
概
観
す
れ
ば
、
そ
の
多
く
は
、
第
二
次
危
機
下
に
お
け
る
政
権
の
対
応
の
み
を
考
察
の
対
象
と
し
、
台
湾
政
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

の
変
容
を
そ
の
視
野
に
入
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
台
湾
政
策
の
経
済
面
に
焦
点
を
当
て
た
｝
群
の
論
考
は
、
実
証
の
面
で
厳
密
さ
を
欠
き
、
政
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⑩

策
の
変
容
を
め
ぐ
る
事
実
関
係
を
正
確
に
把
握
で
き
て
い
な
い
。
そ
れ
ら
に
対
し
て
、
数
は
さ
ほ
ど
多
く
な
い
が
、
第
二
次
危
機
下
の
政
権
の

対
応
、
な
か
で
も
危
機
末
期
に
出
さ
れ
た
「
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
」
（
以
下
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
」
）
と
、
政
策
の
変
容
の
連
関
に
つ
い
て
検
討
す
る
研

究
が
あ
り
、
本
稿
も
こ
の
第
三
の
研
究
群
に
連
な
る
。
だ
が
、
先
行
研
究
は
以
下
に
述
べ
る
理
由
に
よ
り
、
や
は
り
変
容
を
も
た
ら
し
た
ダ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ナ
ミ
ズ
ム
を
十
分
に
捉
え
き
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
そ
の
理
由
を
述
べ
る
前
に
、
第
二
次
危
機
と
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
」
に
つ
い
て
略
述
し
て
お
く
。
危
機
は
、
五
八
年
八
月
二
三
日
、
中
国
が
、
福

建
省
慶
門
沖
合
の
金
門
島
に
向
け
突
如
行
っ
た
大
規
模
砲
撃
に
始
ま
る
。
隅
島
は
、
国
府
が
台
湾
へ
逃
れ
た
四
九
年
以
降
も
そ
の
実
効
支
配
下

に
あ
っ
た
、
中
国
大
陸
東
南
部
沿
岸
沖
の
一
連
の
島
上
群
（
以
下
、
沿
岸
諸
島
V
の
一
つ
で
あ
る
。
政
権
は
当
初
、
中
国
が
砲
撃
の
一
線
を
越
え
、

金
門
の
奪
取
、
ひ
い
て
は
台
湾
侵
攻
へ
と
進
む
事
態
も
想
定
し
、
金
門
対
岸
の
砲
撃
拠
点
に
対
す
る
周
地
的
な
戦
術
核
兵
器
使
用
の
可
能
性
す

ら
検
討
し
た
。
だ
が
、
そ
う
し
た
展
開
が
実
際
に
危
惧
さ
れ
た
の
は
当
初
の
二
週
章
程
で
あ
り
、
九
月
半
ば
以
降
、
海
峡
は
一
進
一
退
を
繰
り

返
し
つ
つ
も
少
し
ず
つ
緊
張
緩
和
へ
向
か
い
、
最
終
的
に
一
〇
月
二
五
日
、
中
国
が
砲
撃
規
模
を
大
幅
に
縮
小
し
危
機
は
終
息
し
た
。

　
～
方
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
」
と
は
、
危
機
終
息
自
働
の
一
〇
月
二
三
日
、
訪
甘
し
た
ダ
レ
ス
（
｝
o
ぎ
閏
。
ω
け
興
U
邑
㊦
ω
）
国
務
長
官
と
蒋
介
石
国
府

総
統
に
よ
る
会
談
終
了
後
に
出
さ
れ
た
、
米
台
共
同
声
明
を
指
す
。
そ
の
声
明
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
は
、
後
段
部
の
次
の
文
金
で
あ
る
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
」
の
大
部
分
が
、
台
湾
を
含
む
極
東
全
域
に
対
す
る
中
国
の
重
大
な
軍
事
的
脅
威
を
、
ま
た
、
そ
の
脅
威
に
一
致
団
結
し
て
対

抗
す
る
米
台
の
揺
る
ぎ
な
い
決
意
を
強
調
す
る
な
か
、
文
言
は
明
ら
か
に
異
彩
を
放
っ
て
い
た
。
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中
華
民
国
政
府
は
、
大
陸
人
民
に
肉
由
を
回
復
す
る
こ
と
が
そ
の
神
聖
な
る
使
命
で
あ
る
と
見
な
す
。
中
華
民
国
政
雇
は
次
の
よ
う
に
確
信
す
る
。
そ

の
使
命
の
基
礎
は
中
国
人
民
の
精
神
と
心
に
あ
る
、
そ
し
て
、
そ
の
使
命
を
成
功
裏
に
実
現
す
る
主
た
る
手
段
は
、
孫
逸
仙
博
士
の
三
民
主
義
（
民
族
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

義
、
民
主
主
義
、
民
生
主
義
）
の
実
施
で
あ
り
、
武
力
の
使
用
で
は
な
い
と
。
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文
言
は
、
武
力
反
攻
の
実
現
に
遭
則
し
て
い
た
そ
れ
ま
で
の
軍
事
本
位
の
姿
勢
と
決
別
し
、
主
に
非
軍
事
的
手
段
に
よ
り
大
陸
復
帰
を
目
指
し

て
ゆ
く
方
針
を
、
国
府
と
し
て
初
め
て
表
明
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
、
筆
者
が
台
湾
政
策
の
変
容
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
危
機
下
の
政
権
の
対
応
に
、
と
り
わ
け
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
」
の
右
記
文
言
に
着

目
す
る
の
は
、
ま
た
、
ア
プ
ロ
ー
チ
を
同
じ
く
す
る
前
記
第
三
の
研
究
群
に
問
題
が
あ
る
と
考
え
る
の
は
、
次
の
二
つ
の
理
由
ゆ
え
で
あ
る
。

　
一
つ
は
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
偏
そ
の
も
の
に
対
す
る
先
行
研
究
の
検
討
が
不
十
分
な
た
め
で
あ
る
。

　
先
行
研
究
は
、
前
述
し
た
五
九
年
以
降
の
、
経
済
改
革
を
圏
府
に
促
す
政
権
の
働
き
か
け
と
台
湾
政
策
に
お
け
る
経
済
面
の
前
景
化
と
を
導

き
出
し
た
契
機
が
、
前
掲
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
」
の
文
雷
に
あ
っ
た
と
論
じ
る
。
す
な
わ
ち
政
権
は
、
国
府
に
よ
る
前
記
方
針
の
表
明
を
受
け
、

以
後
、
台
湾
で
の
経
済
成
長
の
実
現
と
い
う
「
非
軍
事
的
手
段
」
に
よ
り
、
大
陸
の
共
産
政
権
に
対
す
る
国
府
の
優
位
を
誇
示
す
る
こ
と
に
注

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

力
し
、
そ
の
た
め
の
経
済
改
革
の
受
け
入
れ
を
国
府
に
迫
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
と
。
そ
し
て
、
筆
者
も
そ
の
議
論
を
共
有
す
る
も
の
の
、

先
行
研
究
は
、
危
機
終
結
後
、
そ
う
し
た
行
動
を
選
択
し
た
政
権
の
論
理
を
解
明
す
る
際
に
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
」
に
上
記
爆
雷
が
盛
り
込
ま
れ

た
事
実
の
み
に
着
目
し
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
」
の
成
立
過
程
を
、
な
か
ん
ず
く
前
記
文
意
が
ど
の
よ
う
に
し
て
導
き
出
さ
れ
た
か
、
現
時
点
で
入

手
可
能
な
米
台
双
方
の
史
料
に
基
づ
い
て
分
析
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
、
か
か
る
論
理
を
十
分
に
説
明
で
き
て
い
な
い
。

　
つ
ぎ
に
、
も
う
一
つ
の
理
由
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
、
危
機
前
夜
ま
で
の
、
台
湾
政
策
の
経
済
面
に
関
す
る
政
権
内
で
の
興
味
深
い
動
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
管
見
の
限
り
、
か
か
る
動
向
に
つ
い
て
考
察
す
る
歴
史
研
究
は
拙
稿
を
除
き
皆
無
で
あ
る
。

　
五
〇
年
代
半
ば
以
降
、
政
権
中
枢
に
お
い
て
、
五
五
年
夏
の
台
湾
政
策
を
修
正
し
よ
う
と
す
る
動
き
は
ほ
ぼ
皆
無
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
こ
の

時
期
、
彼
ら
が
中
東
問
題
や
「
ミ
サ
イ
ル
・
ギ
ャ
ッ
プ
」
等
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
、
政
策
課
題
と
し
て
の
台
湾
の
優
先
順
位
が
大
き
く
低
下
し

　
　
　
　
　
⑮

た
た
め
で
あ
る
。
だ
が
、
実
は
そ
の
間
、
関
係
各
省
の
実
務
官
僚
の
間
で
、
台
湾
経
済
の
有
り
様
を
め
ぐ
り
熱
い
議
論
が
戦
わ
さ
れ
て
お
り
、

危
機
前
夜
ま
で
に
議
論
は
次
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
結
実
し
て
い
た
。
台
湾
を
含
む
世
界
各
地
向
け
の
米
国
の
対
外
援
助
削
減
と
い
う
五
〇
年
代

後
半
の
趨
勢
と
、
他
の
東
ア
ジ
ア
諸
国
と
比
べ
て
安
定
著
し
い
台
湾
経
済
の
実
態
と
に
鑑
み
、
政
策
の
経
済
面
の
重
点
を
、
台
湾
の
経
済
的
自
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立
を
見
据
え
た
経
済
発
展
に
シ
フ
ト
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
は
、
「
消
費
の
抑
制
」
と
「
生
産
的
投
資
［
の
活
性
化
ご
、
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

本
形
成
を
圧
迫
す
る
国
防
費
の
抑
制
、
民
営
企
業
部
門
の
「
拡
大
」
、
民
間
主
導
の
輸
出
促
進
等
々
を
国
府
に
働
き
か
け
る
必
要
が
あ
る
と
。

　
要
す
る
に
、
台
湾
政
策
の
変
容
を
生
み
出
す
土
壌
は
危
機
の
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
危
機
前
の
コ
ン

セ
ン
サ
ス
が
、
第
二
次
危
機
後
、
ど
の
よ
う
に
し
て
政
権
中
枢
に
よ
り
共
有
さ
れ
、
新
た
な
政
策
が
導
き
出
さ
れ
た
の
か
明
ら
か
に
す
る
上
で
、

そ
の
間
の
、
つ
ま
り
危
機
の
問
の
政
権
の
対
応
を
検
討
す
る
こ
と
が
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。
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①
拙
稿
コ
九
五
五
年
の
台
湾
海
峡
と
ア
メ
リ
カ
ー
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
…
政
権
の

　
「
分
断
固
定
化
」
政
策
の
展
開
に
着
目
し
て
一
」
、
『
ア
メ
リ
カ
史
評
論
隔
、
第

　
三
一
号
、
二
〇
一
四
年
、
一
－
二
、
エ
エ
…
工
三
頁
。

②
き
鳶
喧
N
尋
N
ミ
§
N
恥
駄
亀
ミ
＄
N
魯
織
の
鷺
駐
（
以
下
莞
8
）
a
．
ψ
ρ
℃
b
．
）
’

　
お
紹
1
6
鰹
、
一
命
Q
。
一
9
弟
易
噂
一
〇
名
山
Φ
綬
レ
ト
。
”
ミ
b
っ
．

③
拙
稿
門
米
華
相
互
防
衛
条
約
再
出
了
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
初
期
の
対
中
政

　
策
と
の
連
関
に
着
目
し
て
一
」
、
『
二
十
世
紀
研
究
隔
、
第
一
三
号
、
二
〇
～
二

　
年
、
一
三
四
－
一
三
九
頁
。

④
前
掲
拙
稿
コ
九
五
五
年
の
台
湾
海
峡
」
、
一
四
－
一
五
、
二
四
頁
。

⑥
蛸
窮
レ
Φ
警
告
㊤
累
呼
ω
ド

⑥
拙
稿
「
二
つ
の
海
峡
危
機
の
狭
間
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
台
湾
政
策

　
－
台
湾
の
「
経
済
的
自
立
」
を
め
ぐ
る
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
内
の
議
論
に
蒋

　
目
し
て
一
」
、
『
ア
カ
デ
ミ
ア
（
社
会
科
学
篇
漏
、
第
九
号
、
二
〇
一
五
年
、
一

　
〇
九
…
一
一
〇
頁
。

⑦
石
淵
誠
入
口
中
国
偏
規
模
の
軍
隊
組
織
と
台
湾
規
模
の
財
政
の
相
克
一
国
府

　
の
門
十
九
項
目
財
政
・
経
済
改
革
措
置
扁
で
の
軍
事
支
嵐
制
限
の
明
文
化
に
至
る

　
米
華
関
係
」
、
『
問
題
と
研
究
幅
、
第
四
一
巻
二
号
、
二
〇
一
工
年
、
～
三
三
、
一

　
四
ニ
ー
一
四
五
、
　
一
四
九
－
一
五
五
頁
。

⑧
前
掲
拙
稿
「
二
つ
の
海
峡
危
機
の
狭
問
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
台
湾
政

　
策
」
、
一
一
＝
二
i
一
二
四
頁
。
前
田
直
樹
「
台
湾
・
輸
出
主
導
型
経
済
政
策
の
胎

　
動
と
ア
メ
リ
カ
援
助
政
策
の
転
換
」
、
噸
広
島
東
洋
史
学
報
㎞
、
第
五
号
、
二
〇
〇

　
〇
年
、
一
〇
1
一
一
頁
。
鬼
下
篇
Φ
切
。
。
辺
り
①
ρ
一
〇
　
O
ホ

⑨
こ
の
研
究
群
に
属
す
る
論
考
は
数
多
あ
り
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
以
下
を
挙

　
げ
て
お
く
。
ζ
o
詳
。
降
鵠
．
出
面
O
①
甑
戸
↓
ぎ
N
℃
融
尋
ミ
§
N
勲
ミ
駐
O
篭
℃
臼
工

　
b
o
ミ
ミ
§
鷺
儀
ミ
亀
。
鑓
笏
＞
Z
U
O
o
壱
。
冨
叶
δ
戸
一
㊤
①
①
Y
幻
。
げ
①
訴
＞
8
冒
の
葺
．
、
．
〉

　
↓
7
0
居
口
ぎ
9
ω
o
り
凱
①
9
℃
Φ
鴛
①
．
一
↓
げ
①
霊
ω
①
瓢
げ
O
箋
興
〉
α
ヨ
ぎ
6
酢
錯
自
O
コ
四
コ
α

　
普
Φ
一
㊤
㎝
。
。
○
匪
『
o
諾
囲
。
。
げ
a
ω
9
芭
。
。
¶
．
．
β
幻
。
ぴ
Φ
再
ψ
菊
。
。
。
ω
四
巳
冒
磐
σ
q

　
O
冨
躍
σ
β
の
鳥
ρ
幽
幽
－
鳴
蓬
ミ
凡
ミ
磁
艶
ミ
O
Q
ミ
§
ミ
守
り
6
ミ
ミ
b
曽
N
o
ミ
貸
受
噂

　
N
§
丸
℃
認
（
団
碧
く
霞
α
¢
巳
タ
℃
脱
Φ
ω
ω
・
卜
。
O
O
一
γ
一
〇
①
1
置
9
最
新
の
研
究
と
し
て

　
は
張
淑
雅
の
論
考
が
あ
る
。
張
淑
雅
「
困
境
重
磯
之
因
二
九
五
八
年
湖
海
危
機

　
艶
美
國
的
外
島
政
策
再
思
考
」
、
㎎
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
集
刊
』
、
第
七
七

　
号
、
二
〇
＝
一
年
、
　
一
七
－
五
九
頁
。

⑩
Z
①
臨
即
智
8
9
’
q
り
》
ミ
言
寄
§
§
㌔
醇
の
ミ
魯
黛
き
越
喧
馬
重
織
噛
即
緊

　
熱
㌻
§
儀
b
§
災
匙
M
ミ
ミ
（
勺
「
器
ぴ
q
Φ
罫
一
㊤
①
①
と
Z
葺
。
口
畠
ゆ
Φ
同
昌
ぎ
風
↓
g
匿
押

　
寒
ミ
§
鳩
き
墨
田
ミ
郵
§
ミ
心
肺
9
職
ミ
職
い
ミ
庸
勲
N
㎏
削
岩
－
N
§
．
＄
鳶
ミ
ミ
§

　
ミ
§
ミ
簿
曾
恥
（
↓
≦
三
軸
勺
魯
一
【
。
。
げ
興
ρ
6
潔
）
、
総
－
刈
搾
累
一
区
画
O
邑
笛
窪
Φ
5
…
勾
；
①
一

　
8
脱
普
Φ
O
o
＆
O
話
α
q
8
．
　
↓
蕃
¢
巳
8
鳥
ω
鐙
8
ω
磐
α
H
口
島
⊆
ω
二
巴
℃
o
凱
。
く
ぎ

　
↓
活
写
餌
p
一
Φ
㎝
O
肖
り
O
㎝
．
．
響
b
ミ
§
ミ
響
き
蔑
。
舜
N
㌣
一
（
H
8
9
・
H
山
9
前
田
直
樹
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門
米
国
の
中
国
政
策
と
台
湾
の
経
済
的
・
政
治
的
発
展
一
予
備
的
考
察
と
し
て

　
の
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
期
1
」
、
槻
広
島
法
学
㎞
、
第
二
三
巻
呂
調
、
【
九
九

　
九
年
、
｝
九
七
一
工
二
〇
頁
。
前
掲
前
田
論
文
「
台
湾
・
輸
出
主
導
型
経
済
政
策

　
の
胎
動
」
。

⑪
　
石
川
誠
人
「
「
ダ
レ
ス
・
蒋
共
綱
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
」
再
考
」
、
『
日
本
台
湾
学
会
四
幅
、

　
第
三
号
、
二
〇
〇
一
年
、
＝
二
九
一
一
五
三
頁
。
前
田
直
樹
「
第
二
次
台
湾
海
峡

　
危
機
を
め
ぐ
る
米
台
関
係
一
大
陸
武
力
反
攻
と
「
シ
ョ
…
ケ
ー
ス
」
化
－
扁
、

　
明
現
代
台
湾
研
究
撫
、
第
一
ご
舌
万
、
二
〇
〇
二
年
、
　
一
一
二
七
－
一
五
二
頁
。
前
田

　
直
樹
筥
反
共
偏
か
ら
「
自
由
中
国
」
へ
1
末
期
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
の
台

　
湾
政
策
の
変
化
1
」
、
『
臼
本
台
湾
学
会
報
㎞
、
第
六
号
、
エ
○
〇
四
年
、
九
三

　
1
一
〇
六
頁
。

⑫
麹
8
・
お
㎝
。
。
山
O
①
O
レ
㊤
誌
癒
「

⑬
前
田
前
掲
論
文
「
第
二
次
台
湾
海
峡
危
機
を
め
ぐ
る
演
台
関
係
」
、
～
四
七
－

　
一
四
九
頁
。
石
川
前
掲
論
文
「
「
ダ
レ
ス
・
蒋
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
」
、
再
考
扁
、
　
一

　
四
七
、
一
四
九
頁
。
石
川
前
掲
論
文
「
「
中
国
」
規
模
の
軍
隊
組
織
と
台
湾
規
模

　
の
財
政
の
根
克
し
、
一
四
工
頁
。

⑭
前
掲
拙
稿
「
二
つ
の
海
峡
危
機
の
狭
間
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
台
湾
政

　
策
」
。

⑮
冨
け
叶
Φ
甑
8
ヨ
認
罫
ぎ
8
し
d
一
ω
8
P
①
ζ
餌
『
」
霧
N
ぎ
、
．
琶
卜
。
．
．
建
9
N
旧
じ
d
霞
ω
・

　
ピ
。
＆
①
σ
○
。
沓
力
Φ
o
o
巳
9
0
巷
（
以
下
力
O
）
伊
ρ
Z
盛
。
建
｝
〉
零
三
＜
①
ω
口
ぎ

　
ζ
⇔
蔓
ご
コ
α
（
以
下
客
〉
ご
佐
々
木
卓
也
『
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
の
封
じ
込
め

　
政
策
幽
、
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
、
第
三
章
。

⑯
前
掲
拙
稿
「
二
つ
の
海
峡
危
機
の
狭
間
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
圏
の
台
湾
政

　
策
し
、
一
～
一
－
一
二
〇
、
一
一
一
ニ
ー
一
二
三
頁
。

第
㎜
章
　
…
九
五
〇
年
代
半
ば
以
降
の
中
国
を
め
ぐ
る
国
際
社
会
の
動
向

　
本
章
は
、
第
二
次
危
機
下
の
政
権
の
対
応
を
検
討
す
る
に
先
立
ち
、
中
国
を
め
ぐ
る
国
際
社
会
の
動
向
に
つ
い
て
危
機
前
夜
ま
で
の
推
移
を

概
観
す
る
。
そ
れ
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
そ
の
動
向
が
、
前
出
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
」
の
文
｝
冨
を
導
き
出
す
カ
ギ
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
一
九
五
〇
年
代
半
ば
以
降
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
冷
戦
下
に
お
け
る
東
西
両
陣
営
間
の
争
い
の
舞
台
は
非
軍
事
面
へ
と
、
な
か
で
も
第
三
世
界
に

お
け
る
発
展
途
上
諸
国
の
経
済
開
発
問
題
へ
と
移
行
し
、
東
側
の
盟
主
ソ
連
は
イ
ン
ド
を
皮
切
り
に
、
ア
ジ
ア
、
中
東
、
中
南
米
諸
国
に
対
し
、

ま
た
、
中
国
も
そ
れ
に
歩
調
を
合
わ
せ
、
ア
ジ
ア
の
周
辺
国
さ
ら
に
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
向
け
、
貿
易
・
援
助
を
軸
と
す
る
「
経
済
攻
勢
」
に
馬

力
し
た
。
一
方
、
西
側
同
盟
国
を
含
む
国
際
社
会
は
、
五
五
年
夏
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
か
れ
た
米
英
仏
ソ
四
大
国
首
脳
会
談
を
機
に
、
以
後
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

非
軍
事
的
手
段
に
よ
る
国
際
紛
争
の
解
決
を
志
向
す
る
姿
勢
を
強
め
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
「
政
治
経
済
戦
争
」
へ
と
変
容
し
て
ゆ

く
冷
戦
の
新
局
面
の
下
で
、
政
権
が
冷
戦
戦
略
の
見
直
し
に
追
わ
れ
て
い
た
最
中
、
「
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
・
シ
ョ
ッ
ク
」
が
西
側
世
界
を
襲
っ
た
。
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こ
れ
は
五
七
年
一
〇
月
初
頭
、
ソ
連
が
世
界
初
の
人
工
衛
星
の
打
ち
上
げ
に
成
功
を
収
め
、
科
学
技
術
面
に
お
け
る
対
米
優
位
を
鮮
烈
に
印
象

付
け
た
こ
と
が
、
米
国
を
含
む
西
側
全
体
を
震
憾
さ
せ
た
出
来
事
を
指
す
。
そ
の
結
果
、
ソ
連
の
威
信
は
大
き
く
高
ま
り
、
政
権
は
こ
の
事
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

が
西
側
陣
営
の
団
結
を
揺
る
が
す
こ
と
を
強
く
危
惧
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
冷
戦
下
に
お
け
る
こ
れ
ら
二
つ
の
現
実
、
す
な
わ
ち
共
産
側
の
威
信
の
高
ま
り
と
、
そ
れ
に
直
面
す
る
西
側
内
部

の
動
揺
は
、
極
東
で
の
冷
戦
に
お
い
て
も
見
ら
れ
た
。

　
ま
ず
、
前
者
の
現
実
は
、
五
〇
年
代
半
ば
の
、
極
東
で
の
申
国
の
影
響
力
や
存
在
感
の
急
速
な
高
ま
り
と
し
て
現
れ
た
。

　
そ
の
背
景
に
は
、
こ
の
地
域
で
中
国
が
収
め
た
外
交
上
の
成
果
が
あ
っ
た
。
中
国
は
、
五
四
年
夏
、
イ
ン
ド
シ
ナ
休
戦
を
め
ぐ
り
開
催
さ
れ

た
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
会
議
を
、
ま
た
翌
五
五
年
春
、
大
国
中
心
の
国
際
政
治
に
異
議
を
申
し
立
て
る
べ
く
第
三
世
界
の
二
九
か
国
が
参
集
し
た
バ
ン

ド
ン
会
議
を
、
成
功
へ
と
導
く
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
そ
の
過
程
で
、
周
恩
来
首
相
の
「
巧
み
な
外
交
手
腕
」
を
目
に
し
た
ア
ジ
ア
各

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

国
の
指
導
者
は
、
中
国
に
「
好
印
象
」
を
抱
い
て
い
た
。
さ
ら
に
、
い
ま
一
つ
の
背
景
と
し
て
、
第
三
世
界
、
と
く
に
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
お

け
る
、
亡
国
の
経
済
面
の
成
果
に
対
す
る
肯
定
的
評
価
も
見
逃
せ
な
い
。
政
権
の
見
る
と
こ
ろ
彼
ら
は
、
中
国
が
社
会
主
義
体
制
の
下
、
建
国

後
僅
か
数
年
で
実
現
し
た
経
済
成
長
に
魅
了
さ
れ
、
自
身
の
成
長
を
追
求
す
る
際
の
有
効
な
モ
デ
ル
と
し
て
中
国
の
経
済
的
成
功
を
捉
え
て
い

　
　
　
　
④

た
の
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
、
も
う
一
方
の
現
実
で
あ
る
西
側
内
部
の
動
揺
は
、
米
国
と
西
側
同
盟
国
の
間
に
お
け
る
対
中
禁
輸
措
置
を
め
ぐ
る
対
立
と
し
て
顕

著
に
現
れ
た
。

　
米
国
は
、
中
国
に
よ
る
朝
鮮
戦
争
参
戦
へ
の
対
抗
措
置
と
し
て
、
五
二
年
九
月
以
降
、
同
盟
諸
国
と
と
も
に
「
チ
ャ
イ
ナ
・
デ
ィ
フ
ァ
レ
ン

シ
ャ
ル
」
と
称
さ
れ
る
、
ソ
連
を
含
む
他
の
東
側
諸
国
よ
り
も
は
る
か
に
厳
し
い
禁
輸
措
置
を
申
国
に
課
し
て
き
た
。
だ
が
、
五
三
年
七
月
下

旬
、
同
措
置
の
根
拠
で
あ
っ
た
朝
鮮
戦
争
が
休
戦
を
迎
え
る
と
、
一
部
の
同
盟
国
は
対
中
関
係
の
、
と
く
に
貿
易
面
に
お
け
る
改
善
を
求
め
る

国
内
世
論
の
圧
力
に
押
さ
れ
、
措
置
を
撤
廃
す
る
よ
う
政
権
に
訴
え
始
め
た
の
で
あ
る
。
結
局
、
禁
輸
項
目
の
一
部
緩
和
と
い
っ
た
政
権
の
譲
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愚
案
も
む
な
し
く
、
五
七
年
春
以
降
、
英
国
を
皮
切
り
に
複
数
の
同
盟
国
が
チ
ャ
イ
ナ
・
デ
ィ
フ
ァ
レ
ン
シ
ャ
ル
か
ら
次
々
と
離
脱
し
、
五
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

年
六
月
、
同
措
覆
は
正
式
に
撤
廃
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
対
中
禁
輸
シ
ス
テ
ム
の
「
破
綻
」
は
、
同
盟
国
と
の
協
調
体
制
に
支
え
ら
れ
る
対
華
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

じ
込
め
の
揺
ら
ぎ
を
如
実
に
示
し
て
い
た
。

　
加
え
て
政
権
を
悩
ま
せ
た
の
は
、
そ
の
よ
う
な
対
中
接
近
の
傾
向
が
西
側
世
界
を
越
え
、
広
く
国
際
社
会
に
見
ら
れ
た
事
実
で
あ
る
。

　
そ
の
傾
向
を
何
よ
り
浮
き
彫
り
と
し
た
の
は
、
国
連
総
会
で
の
「
棚
上
げ
（
巴
P
O
吋
僧
職
O
劃
一
¢
5
P
）
扁
案
の
票
決
結
果
で
あ
っ
た
。
「
棚
上
げ
」
案
と

は
、
五
一
年
以
来
、
米
国
が
毎
年
総
会
に
提
出
し
て
き
た
、
「
国
府
代
表
を
総
会
か
ら
排
除
し
申
共
政
府
代
表
を
総
会
に
出
席
さ
せ
る
、
如
何

な
る
提
案
の
審
議
も
拒
否
す
る
」
動
議
を
指
す
。
動
議
は
や
は
り
、
中
国
の
朝
鮮
戦
争
参
戦
に
対
す
る
懲
罰
的
措
置
で
あ
っ
た
が
、
他
方
で
、

英
国
を
は
じ
め
、
す
で
に
中
華
入
民
共
和
国
を
外
交
承
認
し
て
い
る
国
々
と
の
間
で
中
国
の
国
連
代
表
権
問
題
を
め
ぐ
り
齪
擁
の
生
じ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
な
い
よ
う
、
総
会
に
お
け
る
同
問
題
の
審
議
を
「
棚
上
げ
偏
す
る
妥
協
策
が
採
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
五
二
年
度
か
ら
五
五
年
度
ま

で
、
門
棚
上
げ
」
案
に
対
す
る
賛
成
率
－
本
案
へ
の
賛
成
票
数
を
、
投
票
時
の
加
盟
国
数
で
割
っ
た
数
値
一
が
七
〇
％
を
下
回
る
こ
と
は
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

つ
た
も
の
の
、
五
六
年
に
六
〇
％
に
落
ち
込
ん
で
以
降
、
緩
や
か
な
が
ら
も
下
落
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

唯
一
正
統
な
中
国
政
府
と
し
で
共
産
政
権
を
徐
々
に
受
け
入
れ
つ
つ
あ
る
、
国
際
社
会
の
趨
勢
を
映
し
出
し
て
い
た
。

　
誓
う
ま
で
も
な
く
そ
の
趨
勢
は
、
国
際
社
会
に
お
け
る
国
府
の
孤
立
、
そ
し
て
、
そ
う
し
た
孤
立
が
台
湾
の
確
保
に
及
ぼ
す
悪
影
響
と
表
裏

一
体
で
あ
っ
た
。
実
際
、
五
五
年
秋
以
降
、
政
権
内
で
は
、
国
府
の
「
国
際
的
立
場
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
［
時
と
と
も
に
］
困
難
と
な
る
ば
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

り
で
あ
ろ
う
」
と
の
展
望
が
繰
り
返
し
語
ら
れ
て
い
た
。

　
そ
れ
で
も
政
権
は
対
中
封
じ
込
め
の
下
、
中
国
と
対
峙
す
る
姿
勢
を
微
塵
も
緩
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
政
権
の
姿
勢
は
、

上
述
の
国
際
社
会
の
そ
れ
と
相
反
す
る
も
の
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
中
国
へ
の
対
応
を
め
ぐ
る
政
権
の
国
際
的
立
場
は
悪
化
す
る
一
方
で
あ
っ
た
。

　
以
上
、
本
章
は
、
第
二
次
危
機
前
夜
ま
で
の
中
国
を
め
ぐ
る
国
際
社
会
の
動
向
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
五
〇
年
代
半
ば
以
降
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
冷
戦
の
下
で
政
権
を
苦
境
に
陥
れ
た
二
つ
の
現
実
は
、
極
東
で
の
冷
戦
に
お
い
て
も
そ
の
姿
を
現
し
て
い
た
。
現
実
と
は
、
こ
の
地
域
で
の
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中
国
の
急
速
な
台
頭
、
そ
し
て
、
国
際
社
会
と
く
に
西
側
同
盟
国
と
の
問
に
お
け
る
、
中
国
へ
の
対
応
を
め
ぐ
る
摩
擦
で
あ
っ
た
。
と
く
に
後

者
の
現
実
は
、
対
中
封
じ
込
め
と
台
湾
確
保
を
、
ま
た
、
そ
れ
ら
を
中
核
的
要
素
と
す
る
台
湾
海
峡
の
「
分
断
固
定
化
」
を
、
大
き
く
揺
る
が

し
う
る
リ
ス
ク
を
孕
ん
で
い
た
。

　
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
五
八
年
晩
夏
、
台
湾
海
峡
を
舞
台
に
再
燃
し
た
危
機
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
現
実
の
狭
間
に
立
た
さ
れ
た

政
権
の
苦
境
を
先
鋭
化
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
。

①
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第
二
章
　
第
二
次
台
湾
海
峡
危
機
の
勃
発

第
［
節
　
危
機
の
構
図
…
グ
ロ
ー
バ
ル
な
冷
戦
と
い
う
文
脈
の
下
で

第
一
次
危
機
の
終
息
か
ら
三
年
余
を
経
た
一
九
五
八
年
夏
、
台
湾
海
峡
は
再
び
緊
張
の
度
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
た
。
七
月
半
ば
に
突
如
始
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ま
っ
た
、
「
台
湾
解
放
」
を
訴
え
る
中
国
の
「
好
戦
的
な
」
宣
伝
攻
勢
が
そ
の
最
初
の
予
兆
で
あ
り
、
続
く
同
月
末
に
は
、
海
峡
上
空
で
通
常

の
哨
戒
任
務
に
当
た
っ
て
い
た
国
府
空
軍
F
…
八
四
機
二
機
が
、
異
国
空
軍
M
I
G
機
に
撃
墜
さ
れ
、
そ
の
後
ま
も
な
く
中
国
は
、
台
湾
対
岸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
、
「
そ
れ
ま
で
未
稼
働
で
あ
っ
た
」
複
数
の
飛
行
場
に
空
軍
機
を
多
数
進
駐
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
韓
国
に
よ
る
対
岸
で
の
「
空
軍
力
拡
大
を

示
す
」
こ
れ
ら
の
出
来
事
を
ふ
ま
え
、
政
権
は
八
月
七
日
に
開
か
れ
た
国
家
安
全
保
障
会
議
会
合
の
場
で
、
海
峡
が
「
白
熱
化
」
し
つ
つ
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
の
認
識
で
一
致
し
た
。

　
そ
し
て
、
こ
の
会
合
を
機
に
、
政
権
が
情
勢
へ
の
対
応
を
め
ぐ
る
検
討
を
本
格
化
さ
せ
た
矢
先
の
二
三
日
、
中
国
が
突
如
、
金
門
島
に
向
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

て
大
規
模
砲
撃
を
開
始
し
た
。
第
二
次
台
湾
海
峡
危
機
の
勃
発
で
あ
る
。
三
万
五
千
発
以
上
と
推
定
さ
れ
る
同
日
の
砲
撃
に
よ
り
、
軍
民
併
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

た
死
傷
者
は
五
百
名
を
超
え
、
さ
ら
に
、
こ
の
日
を
境
に
同
島
は
封
鎖
状
態
に
置
か
れ
、
外
部
と
の
連
絡
が
一
切
断
た
れ
た
の
で
あ
る
。
政
権

は
、
金
門
に
お
け
る
物
資
の
備
蓄
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
同
島
が
た
だ
ち
に
陥
落
す
る
恐
れ
は
な
い
と
分
析
し
て
い
た
も
の
の
、
単
独
で
封
鎖
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

打
破
す
る
能
力
を
国
府
が
欠
く
以
上
、
政
権
が
手
を
難
い
た
ま
ま
事
態
が
長
期
化
す
れ
ば
、
い
ず
れ
同
島
が
失
わ
れ
る
こ
と
は
必
至
で
あ
っ
た
。

　
で
あ
れ
ば
、
事
態
へ
の
対
処
は
一
刻
の
猶
予
も
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
政
権
中
枢
が
こ
の
危
機
を
、
煎
章
で
述
べ
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

冷
戦
下
に
お
け
る
共
産
側
の
威
信
の
高
ま
り
と
密
接
に
関
連
づ
け
て
捉
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
認
識
を
裏
付
け
た
の
は
、
七
月
末
、
ソ

連
の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
（
窯
一
槍
一
什
餌
　
一
（
げ
門
這
ω
7
0
ぴ
Φ
＜
）
首
相
が
訪
中
し
て
行
わ
れ
た
中
ソ
首
脳
会
談
以
降
、
海
峡
の
緊
張
を
高
め
る
中
国
の
行
為
が
激

化
し
た
と
の
分
析
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
会
談
の
場
で
中
ソ
両
首
脳
は
金
門
島
を
、
冷
戦
下
に
お
け
る
対
米
優
位
の
拡
大
を
図
る
新
た
な
舞
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

と
す
る
こ
と
で
合
意
に
至
っ
た
の
だ
と
。
そ
し
て
政
権
は
、
そ
う
し
た
拡
大
に
向
け
共
産
側
が
描
く
シ
ナ
リ
オ
を
次
の
よ
う
に
想
定
し
て
い
た
。

　
ま
ず
、
国
府
の
士
気
に
対
す
る
打
撃
で
あ
る
。
国
府
は
第
一
次
危
機
の
最
申
の
五
五
年
二
月
、
沿
岸
諸
島
の
主
要
な
島
嗅
群
で
あ
っ
た
大
陳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

諸
島
を
失
っ
て
お
り
、
以
後
、
金
門
は
馬
祖
諸
島
と
と
も
に
、
国
府
に
残
さ
れ
た
最
後
の
沿
岸
諸
島
と
な
っ
て
い
た
。
よ
っ
て
国
府
指
導
部
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

大
陸
復
帰
の
希
望
を
繋
ぎ
止
め
、
軍
民
の
士
気
を
支
え
る
「
象
徴
的
な
」
存
在
と
し
て
そ
れ
ら
を
死
守
す
る
決
意
で
あ
っ
た
。
国
府
陸
軍
の
約

三
分
の
一
に
当
た
る
＝
○
墨
壷
の
」
部
隊
が
両
諸
島
に
、
そ
し
て
そ
の
大
半
が
金
門
に
配
備
さ
れ
て
い
た
事
実
は
、
彼
ら
の
決
意
を
示
す
最
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⑨

た
る
証
拠
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
金
門
の
命
運
と
国
府
の
士
気
は
密
接
不
可
分
の
関
係
に
あ
り
、
よ
っ
て
、
も
し
金
門
が
失
わ
れ
れ
ば
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

湾
に
お
け
る
士
気
の
動
揺
は
必
至
で
あ
り
、
最
悪
の
場
合
、
士
気
の
崩
壊
の
末
に
台
湾
が
失
わ
れ
る
可
能
性
も
あ
っ
た
。

　
次
に
、
極
東
に
お
け
る
米
国
の
安
全
保
障
へ
の
打
撃
で
あ
る
。
上
述
の
よ
う
に
万
が
一
台
湾
が
失
わ
れ
れ
ば
、
そ
れ
自
体
、
極
東
の
安
全
を

大
き
く
揺
る
が
す
こ
と
は
無
論
、
極
東
防
衛
ラ
イ
ン
上
の
他
の
諸
国
の
「
心
理
的
結
束
」
に
「
深
刻
な
影
響
」
を
与
え
、
ひ
い
て
は
、
そ
れ
ら

諸
国
が
「
一
つ
　
つ
」
失
わ
れ
る
恐
れ
す
ら
あ
っ
た
。
ま
た
、
た
と
え
台
湾
の
喪
失
に
至
ら
ず
と
も
、
政
権
が
金
門
陥
落
を
座
視
す
れ
ば
、
米

国
の
反
共
王
義
の
信
頼
性
に
対
す
る
疑
念
が
こ
れ
ら
諸
国
の
間
に
広
が
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
た
。
い
ず
れ
の
場
合
に
せ
よ
、
そ
の
結
果
、
極
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

で
の
米
国
の
影
響
力
が
大
き
く
減
退
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
し
て
、
日
本
と
防
衛
ラ
イ
ン
上
の
他
の
拠
点
、
と
く
に

韓
国
と
の
間
に
お
け
る
政
治
的
軋
礫
の
故
、
か
ね
て
か
ら
こ
の
ラ
イ
ン
は
「
脆
い
」
と
見
ら
れ
て
い
た
だ
け
に
、
政
権
の
懸
念
は
尚
更
で
あ
っ

⑫
た
。　

そ
し
て
、
前
年
秋
の
「
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
・
シ
ョ
ッ
ク
」
に
続
き
、
右
記
の
一
連
の
展
開
が
現
実
と
な
れ
ば
、
極
東
以
外
の
非
共
産
諸
国
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

い
て
も
同
じ
よ
う
な
動
揺
や
疑
念
が
生
じ
、
世
界
中
で
米
国
の
「
威
信
と
影
響
」
が
失
わ
れ
る
こ
と
が
強
く
危
惧
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
政
権
は
、
眼
前
の
危
機
の
帰
趨
が
、
冷
戦
下
の
米
国
の
、
ま
た
西
側
全
体
の
命
運
を
決
定
づ
け
る
と
確
信
し
て
い
た
。
だ
が
、

実
際
に
事
態
に
対
応
す
る
と
な
る
と
、
こ
と
は
そ
う
単
純
で
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
前
章
で
確
認
し
た
も
う
一
つ
の
現
実
の
故
で
あ
っ
た
。

　
現
実
と
は
、
国
際
社
会
と
の
間
に
お
け
る
中
国
へ
の
対
応
を
め
ぐ
る
摩
擦
で
あ
り
、
そ
れ
は
危
機
へ
の
対
応
に
お
い
て
よ
り
鮮
明
に
現
れ
た
。

　
南
ベ
ト
ナ
ム
や
韓
国
な
ど
ア
ジ
ア
の
ご
く
一
部
の
反
共
国
家
を
除
き
、
国
際
社
会
の
圧
倒
的
多
数
ー
ダ
レ
ス
曰
く
、
国
連
加
盟
国
の
「
九
〇

％
篇
1
は
程
度
の
差
は
あ
れ
、
米
国
に
よ
る
金
門
防
衛
の
た
め
の
軍
事
介
入
に
反
対
の
立
場
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
介
入
が
米
中
間
の
軍
事
衝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

突
を
、
ひ
い
て
は
、
そ
の
延
長
線
上
に
ソ
連
と
の
核
戦
争
を
惹
起
す
る
事
態
を
、
彼
ら
が
何
よ
り
恐
れ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
国
際
社

会
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
冷
戦
と
眼
前
の
危
機
と
を
連
関
さ
せ
る
政
権
の
論
理
を
明
ら
か
に
共
有
し
て
お
ら
ず
、
米
国
は
国
際
的
孤
立
と
称
し
て

よ
い
状
況
に
陥
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
窮
地
に
あ
っ
た
政
権
に
さ
ら
に
追
い
打
ち
を
か
け
た
の
が
、
危
機
勃
発
に
対
す
る
責
任
を
国
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府
に
も
求
め
る
国
際
社
会
の
態
度
で
あ
っ
た
。
前
述
の
、
危
機
前
夜
ま
で
に
国
府
が
進
め
て
き
た
金
門
へ
の
大
規
模
な
軍
事
力
配
備
等
の
行
為

が
、
中
国
に
対
す
る
「
挑
発
的
な
」
行
為
と
見
な
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
国
府
は
砲
撃
の
被
害
者
で
あ
る
と
の
政
権
の
主
張
が
、
説
得
力
を
欠
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
加
え
て
中
国
の
今
後
の
出
方
も
、
危
機
の
帰
趨
を
不
透
明
な
も
の
と
し
た
。
政
権
は
、
中
国
が
ソ
連
と
共
謀
し
て
前
述
の
シ
ナ
リ
オ
の
実
現

を
目
論
む
一
方
、
米
国
と
の
軍
事
衝
突
を
恐
れ
る
が
故
、
砲
撃
の
～
線
を
越
え
、
軽
々
に
金
門
侵
攻
に
訴
え
る
こ
と
は
な
か
ろ
う
と
見
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

事
実
、
実
際
の
侵
攻
の
場
合
に
想
定
さ
れ
る
、
中
国
空
軍
の
大
規
模
出
動
を
う
か
が
わ
せ
る
動
き
は
全
く
観
察
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
だ
が
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

方
で
、
砲
撃
を
前
に
政
権
が
無
為
無
策
に
終
始
す
れ
ば
、
中
国
は
い
ず
れ
侵
攻
へ
打
っ
て
出
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
と
も
分
析
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
う
し
て
政
権
は
、
冷
戦
下
の
二
つ
の
現
実
の
狭
間
で
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
と
同
時
に
、
中
国
の
動
向
も
注
視
し
つ
つ
、
事
態
に
対
応
す
る
こ

と
を
強
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

第
二
節
　
危
機
当
初
の
政
権
の
対
旛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
前
節
で
確
認
し
た
構
図
の
下
、
政
権
は
危
機
勃
発
直
後
か
ら
対
応
策
の
検
討
に
着
手
し
、
九
月
初
頭
ま
で
に
以
下
の
方
針
を
導
き
出
し
た
。

　
第
一
に
、
国
府
に
よ
る
自
国
領
土
防
衛
に
対
す
る
軍
事
支
援
の
強
化
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
台
湾
本
島
の
防
衛
強
化
は
無
論
の
こ
と
、
前
述

の
国
府
の
、
と
り
わ
け
金
門
防
衛
軍
の
士
気
と
い
う
点
か
ら
一
刻
の
猶
予
も
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
封
鎖
状
態
に
あ
る
同
島
へ
の
速
や
か
な

補
給
の
回
復
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
大
統
領
は
八
月
二
九
日
、
国
府
海
軍
船
団
に
よ
る
金
門
へ
の
補
給
物
資
の
輸
送
を
米
海
軍
艦
船
が
護
衛
す
る

こ
と
で
、
封
鎖
に
対
抗
す
る
よ
う
米
太
平
洋
軍
総
司
令
官
に
指
示
し
た
の
で
あ
る
。
早
縄
体
的
に
指
示
は
、
同
司
令
官
が
「
軍
事
的
に
必
要
と
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

な
す
限
り
」
、
金
門
島
か
ら
「
三
マ
イ
ル
以
遠
」
の
「
公
海
上
」
で
護
衛
す
る
よ
う
求
め
て
い
た
。

　
第
二
に
、
中
国
へ
の
警
告
を
意
図
し
た
政
権
の
断
固
た
る
姿
勢
の
誇
示
で
あ
り
、
九
月
四
日
、
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
州
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
で
ダ

レ
ス
が
行
っ
た
演
説
、
な
ら
び
に
～
週
間
後
の
大
統
領
の
演
説
が
そ
の
場
と
な
っ
た
。
両
名
は
ま
ず
、
危
機
が
浮
き
彫
り
と
し
た
中
国
の
「
好
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戦
性
と
侵
略
性
」
を
厳
し
く
指
弾
し
た
上
で
、
砲
撃
を
、
中
ソ
に
よ
る
西
太
平
洋
地
域
の
「
軍
事
的
征
服
」
に
向
け
た
第
一
歩
と
断
じ
、
続
け

て
、
も
し
申
国
が
金
門
砲
撃
を
越
え
、
台
湾
を
含
む
極
東
の
安
全
を
脅
か
す
な
ら
ば
、
米
国
は
そ
う
し
た
行
為
を
「
決
し
て
容
赦
す
る
こ
と
は

な
」
く
、
軍
事
介
入
も
辞
さ
な
い
と
蝦
藻
、
そ
し
て
最
後
に
、
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
に
対
す
る
か
つ
て
の
宥
和
政
策
が
第
二
次
世
界
大
戦
の
悲
劇
を

招
い
た
、
い
わ
ゆ
る
「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
」
の
教
訓
に
言
及
し
つ
つ
、
中
ソ
の
「
野
心
的
計
爾
」
を
速
や
か
に
挫
く
必
要
を
国
際
社
会
に
向
け
て
訴

　
　
　
　
　
⑭

え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
二
人
は
、
金
門
の
命
運
が
、
国
際
社
会
の
平
和
と
安
全
の
行
方
を
左
右
す
る
と
論
じ
、
政
権
の
立
場
に
対
す
る

理
解
と
支
持
を
国
際
社
会
か
ら
取
り
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
中
国
へ
の
警
告
の
効
果
を
最
大
限
高
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
第
三
に
、
国
府
に
対
す
る
「
自
制
」
の
要
請
で
あ
っ
た
。
八
月
二
四
日
、
ド
ラ
ム
ラ
イ
ト
（
国
く
興
Φ
簿
男
U
歪
翠
雲
げ
骨
）
駐
華
大
使
は
蒋
と
会

見
し
、
中
国
に
対
し
て
報
復
措
置
を
と
る
場
合
、
「
緊
急
事
態
の
重
大
性
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
」
、
「
可
能
な
限
り
最
大
限
」
、
政
権
と
事
前
に

「
協
議
す
る
」
よ
う
「
期
待
す
る
」
と
告
げ
、
蒋
に
く
ぎ
を
刺
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
以
後
も
政
権
は
折
に
触
れ
て
、
大
陸
へ
の
「
挑
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

的
偏
行
為
を
控
え
る
よ
う
国
府
に
求
め
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
そ
う
し
た
自
制
に
よ
り
国
府
の
被
害
者
と
し
て
の
側
面
を
際
立
た
せ
る
こ

と
で
、
危
機
の
責
任
を
国
府
に
も
帰
す
国
際
社
会
か
ら
「
同
情
」
を
引
き
出
す
た
め
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
蒋
が
武
力
反
攻
を
実
現
す
べ
く
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
危
機
を
利
用
し
て
米
国
を
対
中
戦
争
に
巻
き
込
も
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
政
権
の
警
戒
も
、
要
請
の
背
後
に
あ
っ
た
。

　
最
後
に
、
危
機
の
鎮
静
化
に
向
け
た
提
案
で
あ
っ
た
。
ダ
レ
ス
は
右
記
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
演
説
の
末
尾
で
、
緊
張
緩
和
を
め
ぐ
る
話
し
合
い
の

場
と
し
て
米
中
大
使
級
会
談
が
残
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。
同
会
談
は
、
米
中
両
国
に
お
い
て
帰
国
を
望
む
そ
れ
ぞ
れ
の
民
間
人
の

送
還
問
題
に
加
え
、
中
国
に
よ
る
台
湾
海
峡
で
の
「
武
力
使
用
の
放
棄
」
に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
五
五
年
八
月
に
始
ま
っ
た
。

そ
の
後
、
具
体
的
な
成
果
を
欠
き
な
が
ら
も
定
期
的
に
会
合
が
開
か
れ
て
い
た
が
、
五
七
年
末
、
中
国
側
に
よ
っ
て
一
方
的
に
中
断
さ
れ
て
い

　
　
　
　
⑬

た
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
政
権
は
、
中
国
が
目
下
の
態
度
を
軟
化
さ
せ
る
可
能
性
は
極
め
て
低
い
と
の
見
方
か
ら
、
会
談
の
再
開
が
緊
張
緩
和

を
も
た
ら
す
と
は
期
待
し
て
い
な
か
っ
た
。
政
権
の
狙
い
は
、
危
機
の
平
和
的
解
決
を
志
向
す
る
米
国
の
立
場
を
対
外
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

め
の
、
「
体
面
を
保
つ
装
遣
」
と
し
て
会
議
を
利
用
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
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第二次台湾海峡危機とアメリカ合衆国の台湾政策（吹戸）

　
危
機
当
初
の
政
権
の
対
応
は
、
以
上
の
通
り
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
対
し
周
恩
来
は
九
月
六
日
、
ダ
レ
ス
の
提
案
に
応
え
る
形
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

大
使
級
会
談
を
「
再
開
す
る
用
意
が
あ
る
」
と
表
明
し
た
の
で
あ
る
。

　
だ
が
、
一
五
日
か
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
始
ま
っ
た
会
合
は
、
双
方
と
も
頑
と
し
て
譲
ら
な
い
「
不
毛
な
」
議
論
の
末
に
た
ち
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ち
膠
着
状
態
に
陥
り
、
ま
た
、
中
国
は
会
談
再
開
後
も
金
門
へ
の
砲
撃
を
続
け
て
い
た
。
そ
れ
で
も
政
権
は
、
少
な
く
と
も
会
談
の
開
催
中
は

中
国
が
砲
撃
の
～
線
を
越
え
る
こ
と
は
な
か
ろ
う
と
の
見
方
か
ら
、
再
開
自
体
を
一
定
程
度
評
価
し
て
お
り
、
危
機
当
初
に
比
べ
金
門
侵
攻
の

危
険
が
後
退
し
た
現
状
を
、
四
九
年
の
ソ
連
に
よ
る
「
ベ
ル
リ
ン
封
鎖
偏
に
な
ぞ
ら
え
て
い
た
。
そ
し
て
、
西
ベ
ル
リ
ン
へ
の
大
規
模
空
輸
作

戦
を
前
に
ソ
連
が
封
鎖
の
解
除
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
か
つ
て
の
経
験
か
ら
、
目
下
の
事
態
の
打
開
に
向
け
た
カ
ギ
は
、
金
門
へ
の
補
給
を
速
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

か
に
回
復
さ
せ
封
鎖
を
無
効
化
す
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

　
九
月
半
ば
、
そ
の
補
給
を
め
ぐ
る
動
向
に
注
目
す
べ
き
変
化
が
現
れ
た
。
危
機
勃
発
か
ら
二
週
間
に
わ
た
り
、
国
府
船
団
に
よ
る
物
資
輸
送

は
す
べ
て
失
敗
に
終
わ
り
補
給
が
完
全
に
断
た
れ
て
い
た
が
、
九
月
七
日
に
始
ま
っ
た
前
述
の
米
艦
船
に
よ
る
護
衛
の
下
、
＝
二
日
以
降
、
補

給
が
軌
道
に
乗
り
は
じ
め
、
以
後
、
供
給
量
は
着
実
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
変
化
を
受
け
、
ダ
レ
ス
は
一
八
日
、
補
給
の
「
若
干

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

の
改
善
」
に
は
じ
め
て
三
二
、
そ
の
後
、
月
末
ま
で
に
政
権
中
枢
は
、
補
給
の
危
機
が
完
全
に
「
打
破
さ
れ
た
」
と
の
認
識
に
至
っ
た
。
こ
う

し
て
政
権
内
で
は
、
中
国
が
こ
の
現
実
を
前
に
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
会
談
を
「
口
実
（
O
O
＜
Φ
「
）
」
と
し
て
金
門
へ
の
軍
事
的
圧
力
を
徐
々
に
弱
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

そ
の
ま
ま
危
機
は
終
息
へ
と
向
か
う
の
で
は
な
い
か
と
の
期
待
が
現
れ
始
め
て
い
た
。

　
以
上
、
本
章
は
、
第
二
次
危
機
の
構
図
と
、
そ
の
下
で
の
、
政
権
の
初
期
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
危
機
の
勃
発
は
、
前
章
で
確
認
し

た
、
冷
戦
下
の
二
つ
の
現
実
の
狭
間
に
立
た
さ
れ
た
政
権
の
苦
境
を
悪
化
さ
せ
た
。
悪
化
と
は
端
的
に
言
え
ば
、
同
盟
諸
国
と
の
協
調
体
制
の

下
で
の
、
共
産
側
に
よ
る
さ
ら
な
る
威
信
拡
大
の
阻
止
を
至
上
命
題
と
し
な
が
ら
、
政
権
が
危
機
へ
の
対
応
を
め
ぐ
り
、
国
際
的
孤
立
と
称
し

て
よ
い
状
態
に
陥
っ
た
こ
と
を
指
す
。
そ
し
て
、
九
月
初
頭
ま
で
に
政
権
が
導
き
出
し
た
四
つ
の
方
針
は
、
そ
う
し
た
状
況
か
ら
ど
う
に
か
脱

却
す
る
た
め
の
最
適
解
と
見
な
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
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だ
が
九
月
下
旬
、
海
峡
危
機
と
は
別
の
文
脈
、
す
な
わ
ち
国
連
総
会
の
場
で
生
じ
た
あ
る
出
来
事
が
、
政
権
に
よ
る
危
機
へ
の
対
応
に
新
た

な
困
難
を
も
た
ら
す
。
そ
の
出
来
事
を
機
に
、
右
記
の
国
際
的
孤
立
が
深
刻
さ
を
増
し
、
そ
れ
故
、
政
権
に
お
い
て
国
際
世
論
の
重
要
性
が
ま

す
ま
す
高
ま
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
う
し
た
重
要
性
は
、
眼
前
の
危
機
へ
の
対
応
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
や
が
て
中
国
へ
の
中
長
期

的
な
対
応
に
お
い
て
も
増
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
現
実
を
前
に
、
危
機
当
初
の
四
つ
の
方
針
は
も
は
や
そ
の
限
界
を
露
呈
し
、
こ
こ

に
、
そ
の
駐
路
を
脱
す
る
手
立
て
と
し
て
台
湾
政
策
の
再
検
討
が
政
権
内
で
浮
上
す
る
の
で
あ
る
。
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第
三
章
　
中
国
を
め
ぐ
る
国
際
社
会
の
動
向
と
台
湾
政
策
再
検
討
の
浮
上
、
そ
し
て
そ
の
帰
結

第
一
節
　
ロ
ッ
ジ
電
の
衝
撃

　
一
九
五
八
年
九
月
半
ば
に
開
会
し
た
第
一
三
回
国
連
総
会
で
の
、
前
述
「
棚
上
げ
」
案
を
め
ぐ
る
一
連
の
出
来
事
は
政
権
に
衝
撃
を
与
え
た
。

　
ま
ず
、
二
～
二
日
に
行
わ
れ
た
中
国
の
国
連
代
表
権
問
題
を
め
ぐ
る
票
決
結
果
は
、
政
権
に
と
っ
て
不
利
な
形
勢
が
一
年
目
経
て
さ
ら
に
悪
化

し
た
現
実
を
浮
き
彫
り
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
「
棚
上
げ
」
案
は
採
択
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
賛
成
率
は
前
年
度
の
五
九
％
か
ら
五
ポ
イ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
①

も
下
落
し
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
よ
り
は
る
か
に
問
題
視
さ
れ
た
の
は
、
米
国
連
大
使
ロ
ッ
ジ
（
頃
Φ
P
困
団
　
O
鋤
ぴ
O
け
　
い
O
鳥
ひ
q
Φ
）
が
「
棚
上
げ
」
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案
へ
の
賛
成
票
を
確
保
す
べ
く
、
各
国
連
大
使
に
根
回
し
し
た
際
に
伝
え
ら
れ
た
各
国
政
府
の
立
場
で
あ
っ
た
。

　
ロ
ッ
ジ
か
ら
ダ
レ
ス
に
宛
て
た
二
四
日
付
け
打
電
（
以
下
、
ロ
ッ
ジ
電
）
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
、
冷
戦
下
の
西
半
球
で
緊
密
な
関
係
を
築
い
て
き

た
「
複
数
の
」
南
米
諸
国
は
、
あ
た
か
も
「
米
国
の
属
国
」
か
の
如
く
賛
成
票
を
投
じ
る
こ
と
へ
の
「
嫌
悪
」
を
露
わ
に
し
て
い
た
。
ま
た
、

カ
ナ
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
の
各
国
は
、
こ
れ
が
最
後
の
賛
成
票
に
な
ろ
う
と
言
明
し
て
い
た
。
さ
ら
に
日
本
も
、
「
棚
上

げ
」
案
へ
の
支
持
を
ロ
ッ
ジ
に
伝
え
る
～
方
で
、
総
会
で
の
同
案
に
対
す
る
賛
意
表
明
を
「
き
っ
ぱ
り
拒
否
」
し
た
よ
う
に
、
そ
の
支
持
は
消

極
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
加
え
て
注
目
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
国
々
を
右
記
の
立
場
へ
と
導
い
た
次
の
論
理
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

こ
れ
ま
で
米
国
に
同
調
し
て
賛
成
票
を
投
じ
て
き
た
の
は
、
本
案
を
め
ぐ
る
米
国
の
立
場
が
「
正
し
い
と
の
見
解
」
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、

冷
戦
下
で
西
側
陣
営
を
ま
と
め
上
げ
て
き
た
、
「
自
由
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
米
国
に
対
す
る
義
理
立
て
」
の
た
め
に
過
ぎ
な
い
の
だ
と
。

　
ロ
ッ
ジ
は
各
国
大
使
と
の
か
か
る
や
り
取
り
を
、
五
三
年
初
頭
、
国
連
大
使
に
着
任
し
て
以
来
、
本
案
を
め
ぐ
る
「
最
も
困
難
な
討
論
」
で

　
　
　
　
　
　
　
　
②

あ
っ
た
と
評
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
所
感
は
、
上
述
の
各
国
の
立
場
や
論
理
が
前
年
度
ま
で
の
そ
れ
と
明
ら
か
に
異
質
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す

と
と
も
に
、
危
機
の
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
、
中
国
へ
の
対
応
を
め
ぐ
る
米
国
と
国
際
社
会
の
問
の
摩
擦
に
何
ら
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
な
い

現
実
を
露
わ
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
の
み
な
ら
ず
そ
の
現
実
は
、
眼
前
の
危
機
の
下
で
の
、
政
権
の
国
際
的
孤
立
を
ま
す
ま
す
悪
化
さ
せ
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
た
。
同
院
の
受
信

後
、
ダ
レ
ス
が
立
て
続
け
に
と
っ
た
一
連
の
行
動
と
は
、
そ
う
し
た
悪
化
を
こ
れ
以
上
放
置
し
て
お
く
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
の
、
彼
の
強
い

危
機
感
の
現
れ
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
ず
彼
は
、
政
権
に
よ
る
危
機
へ
の
対
応
の
正
当
性
に
つ
い
て
国
際
世
論
を
「
教
育
す
」
べ
く
、
二
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

日
お
よ
び
二
七
日
の
演
説
の
中
で
、
前
出
の
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
演
説
に
お
け
る
立
場
を
重
ね
て
強
調
し
た
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
以
上
に
注

目
す
べ
き
は
、
三
〇
日
に
行
わ
れ
た
記
者
と
の
質
疑
応
答
に
お
け
る
ダ
レ
ス
の
発
雷
で
あ
る
。

　
そ
の
中
で
彼
は
、
今
圓
の
危
機
に
対
す
る
第
一
義
的
責
任
は
中
国
側
に
あ
る
と
の
見
解
を
改
め
て
強
調
す
る
一
方
、
金
門
防
衛
軍
に
つ
い
て
、

米
国
は
か
く
も
大
規
模
な
配
備
を
「
承
認
（
碧
胃
。
く
巴
」
し
た
の
で
は
な
く
、
「
黙
認
（
鷲
ρ
幕
。
。
8
琴
①
）
」
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
述
べ
、
国
府
に

158 （158）



第二次台湾海峡危機とアメリカ合衆国の台湾政策（吹戸）

よ
る
そ
う
し
た
配
備
に
対
す
る
不
満
を
露
わ
に
し
た
。
そ
の
上
で
彼
は
、
「
信
頼
に
足
る
停
戦
」
が
中
国
と
の
間
で
成
立
す
る
場
合
、
防
衛
軍

を
現
状
規
模
で
維
持
し
続
け
る
こ
と
は
「
馬
鹿
げ
て
（
8
0
一
一
ω
げ
）
」
い
る
と
断
じ
、
危
機
終
息
後
の
二
軍
の
縮
小
は
必
然
で
あ
る
と
暗
に
示
し
た

の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
ダ
レ
ス
は
、
危
機
の
勃
発
に
対
し
、
ま
た
今
後
の
緊
張
緩
和
に
向
け
て
、
国
府
も
一
定
程
度
責
任
を
免
れ
な
い
と
の
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

識
を
公
の
場
で
初
め
て
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
彼
は
、
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
演
説
の
論
理
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
、
眼
前
の
危
機
の
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

和
的
解
決
を
志
向
す
る
政
権
の
「
柔
軟
性
」
を
、
国
際
社
会
に
向
け
「
大
々
的
に
表
現
」
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
だ
が
、
発
言
は
厄
介
な
副
作
用
を
伴
っ
た
。
発
言
に
対
す
る
蒋
の
反
発
が
そ
れ
で
あ
っ
た
。
既
述
の
通
り
、
九
月
半
ば
以
降
、
金
門
へ
の
補

給
に
改
善
が
見
ら
れ
出
す
と
、
国
府
側
か
ら
も
、
同
種
が
た
だ
ち
に
陥
落
す
る
恐
れ
は
低
下
し
た
と
の
冷
静
な
見
方
が
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
し
て
、
そ
れ
と
時
を
同
じ
く
し
て
彼
ら
は
、
緊
張
緩
和
を
求
め
る
自
由
世
界
諸
国
と
「
外
交
上
、
歩
調
を
合
わ
せ
」
る
こ
と
で
、
自
国

が
対
外
的
に
与
え
て
き
た
好
戦
的
印
象
を
あ
る
程
度
改
め
る
必
要
を
認
め
始
め
て
い
た
。
彼
ら
は
、
国
際
世
論
へ
の
対
応
に
「
苦
心
惨
憺
し
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

て
い
る
政
権
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
、
米
国
と
の
「
円
満
な
関
係
」
が
損
な
わ
れ
か
ね
な
い
と
強
く
懸
念
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
二
九
日
、
広
く
国
内
外
の
メ
デ
ィ
ア
を
招
き
、
蒋
自
ら
台
北
で
開
い
た
記
者
会
見
が
そ
う
し
た
印
象
を
改
め
る
場
と
な
っ
た
。
彼
は
そ
の
席

上
、
金
門
は
「
大
陸
反
攻
の
基
地
で
は
な
い
」
と
、
ま
た
、
同
島
を
め
ぐ
る
目
下
の
争
い
は
「
防
衛
戦
」
で
あ
る
と
表
明
す
る
こ
と
で
、
国
府

が
危
機
を
利
用
し
て
米
国
を
対
中
戦
争
に
巻
き
込
も
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
、
国
際
社
会
の
疑
念
を
払
拭
す
る
こ
と
に
努
め
た
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
金
門
は
武
力
反
攻
の
た
め
の
「
跳
躍
台
」
で
あ
る
と
の
、
そ
れ
ま
で
国
府
高
官
が
公
の
場
で
繰
り
返
し
て
き
た
訴
え
を
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

高
指
導
者
自
ら
、
初
め
て
否
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
だ
が
、
翌
三
〇
日
の
前
記
の
ダ
レ
ス
発
言
は
、
政
権
に
対
す
る
そ
う
し
た
蒋
の
配
慮
に
冷
水
を
浴
び
せ
た
。
そ
れ
は
発
言
が
、
停
戦
の
成
立

後
、
金
門
防
衛
軍
の
縮
小
、
撤
退
を
経
て
、
沿
岸
諸
島
が
「
最
終
的
に
中
共
に
委
ね
ら
れ
」
か
ね
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
と
国
府
世
論
に
お
い

て
解
釈
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
発
雷
は
、
国
府
軍
民
の
士
気
に
「
重
大
な
｝
撃
」
与
え
、
し
か
も
自
身
の
記
者
会
見
の
直
後
で
も
あ
っ
た
だ
け

に
、
政
権
へ
の
善
意
が
踏
み
に
じ
ら
れ
た
と
の
蒋
の
思
い
は
な
お
さ
ら
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
蒋
は
、
二
九
日
の
自
ら
の
表
明
が
「
最
大
限
の
譲
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⑧

歩
」
で
あ
り
、
一
兵
た
り
と
も
防
衛
軍
を
撤
退
さ
せ
ま
い
と
の
決
意
を
固
く
し
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
国
連
で
の
「
棚
上
げ
」
案
を
め
ぐ
る
動
向
へ
の
政
権
の
対
応
と
そ
の
余
波
を
確
認
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
第
二

次
危
機
は
新
た
な
展
開
を
迎
え
る
。
一
〇
月
上
旬
の
中
国
側
の
動
き
を
機
に
、
危
機
は
つ
い
に
終
息
へ
と
向
か
い
始
め
る
の
で
あ
る
。
だ
が
政

権
は
、
一
日
も
早
い
危
機
の
終
結
に
向
け
て
専
心
し
さ
え
ず
れ
ば
よ
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
肇
国
へ
の
対
応
を
め
ぐ
る
国
際
社
会
と
の
摩
擦

と
い
う
危
機
前
か
ら
の
問
題
が
、
あ
ら
た
め
て
浮
上
す
る
か
ら
で
あ
る
。

第
二
節
　
台
湾
政
策
再
検
討
の
始
動

　
中
国
側
の
動
き
と
は
、
一
〇
月
六
日
未
明
（
現
地
時
間
）
、
ラ
ジ
オ
放
送
に
よ
り
公
表
さ
れ
た
彰
徳
懐
国
防
部
長
の
声
明
で
あ
っ
た
。
そ
の
中

で
彰
は
、
一
週
間
に
限
る
と
の
、
ま
た
国
府
船
団
に
対
す
る
米
艦
船
の
護
衛
を
停
止
す
べ
し
と
の
条
件
付
き
な
が
ら
も
、
危
機
勃
発
以
来
、
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

国
と
し
て
は
じ
め
て
砲
撃
の
中
断
を
表
明
し
、
そ
し
て
同
日
中
に
砲
撃
は
停
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
を
受
け
政
権
は
、
護
衛
の
停
止
を
即
座
に
決
定
し
、
七
日
、
決
定
は
実
行
に
移
さ
れ
た
。
か
ね
て
か
ら
ダ
レ
ス
は
、
危
機
の
鎮
静
化
に

は
砲
撃
の
即
時
停
止
が
不
可
欠
で
あ
る
と
国
際
社
会
に
向
け
て
繰
り
返
し
訴
え
、
ま
た
前
出
八
月
二
九
日
付
の
太
平
洋
軍
総
司
令
官
宛
て
指
示

が
、
護
衛
は
「
軍
事
的
に
必
要
」
と
見
な
さ
れ
る
場
合
に
限
る
と
し
て
い
た
以
上
、
砲
撃
が
停
止
さ
れ
た
い
ま
、
決
定
は
当
然
の
帰
結
で
あ
っ

⑩
た
。　

そ
の
後
、
～
○
日
ま
で
に
政
権
は
、
彰
声
明
に
よ
り
危
機
が
「
新
た
な
展
開
」
を
迎
え
つ
つ
あ
る
と
の
認
識
に
至
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
砲
撃

中
断
は
、
金
門
に
向
け
自
由
に
補
給
す
る
機
会
を
わ
ざ
わ
ざ
国
府
に
与
え
、
形
勢
を
中
国
に
不
利
な
も
の
と
す
る
以
上
、
一
週
間
で
終
わ
る
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。
中
国
は
、
補
給
の
回
復
と
そ
れ
を
支
え
て
き
た
米
国
の
「
断
固
た
る
姿
勢
」
を
前
に
封
鎖
が
失
敗
に
終
わ
っ
た
と
の
判
断

か
ら
、
ま
た
、
そ
も
そ
も
米
国
と
の
軍
事
衝
突
を
望
ま
ぬ
以
上
、
砲
撃
の
一
線
を
越
え
緊
張
を
さ
ら
に
高
め
る
よ
り
、
危
機
を
終
結
さ
せ
る
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

が
得
策
と
結
論
づ
け
た
の
で
あ
ろ
う
と
。
こ
こ
に
、
危
機
は
終
息
へ
と
向
か
い
つ
つ
あ
る
と
の
前
述
の
政
権
の
期
待
は
、
確
信
に
変
わ
ろ
う
と
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し
て
い
た
。

　
と
は
い
え
ダ
レ
ス
は
、
こ
の
ま
ま
台
湾
海
峡
が
危
機
勃
発
前
の
状
態
へ
、
つ
ま
り
「
分
断
固
定
化
」
の
下
で
の
安
定
し
た
秩
序
へ
回
帰
す
る

と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
事
実
、
彼
は
右
記
の
確
信
を
得
る
一
方
で
、
台
湾
海
峡
の
「
今
後
に
つ
い
て
検
討
す
る
」
必
要
を
、
す
な
わ
ち
危

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

読
後
の
海
峡
の
様
態
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
下
で
政
権
が
ど
の
よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
べ
き
か
語
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
で
は
な
ぜ
、

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
そ
う
し
た
論
点
が
浮
上
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
そ
の
背
景
に
は
、
本
稿
が
重
ね
て
指
摘
し
て
き
た
、
危
機
を
め
ぐ
る
、
そ
し
て
よ
り
重
要
な
の
は
、
中
国
を
め
ぐ
る
国
際
社
会
の
動
向
に
対

す
る
政
権
申
枢
の
強
い
警
戒
が
あ
っ
た
。

　
第
一
一
次
危
機
の
勃
発
当
初
か
ら
政
権
が
陥
っ
た
危
機
へ
の
対
応
を
め
ぐ
る
国
際
的
孤
立
、
そ
し
て
九
月
下
旬
の
国
連
で
の
一
件
が
浮
き
彫
り

と
し
た
、
か
か
る
対
応
に
お
け
る
国
際
世
論
の
重
要
性
の
高
ま
り
を
念
頭
に
、
ダ
レ
ス
は
米
国
と
国
際
社
会
の
関
係
が
、
い
ま
や
「
ほ
と
ん
ど

限
界
点
ま
で
緊
張
さ
せ
」
ら
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
た
。
で
あ
れ
ば
、
危
機
の
終
息
に
よ
り
、
そ
う
し
た
緊
張
が
多
少
な
り
と
も
緩
和
さ
れ

た
と
し
て
も
、
完
全
に
消
え
去
る
と
は
到
底
思
わ
れ
な
か
っ
た
。
実
際
、
彼
は
、
も
し
コ
年
後
」
、
海
峡
が
三
た
び
危
機
に
陥
る
な
ら
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

こ
う
し
た
孤
立
の
下
で
国
府
を
支
援
す
る
こ
と
は
「
極
め
て
困
難
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
だ
が
、
彼
が
危
機
を
め
ぐ
る
そ
う
し
た
展
望
よ
り
も
は
る
か
に
深
刻
煙
し
て
い
た
の
は
、
危
機
後
に
政
権
が
直
面
す
る
と
予
想
さ
れ
た
、
中

国
を
め
ぐ
る
国
際
社
会
の
動
向
で
あ
っ
た
。
ダ
レ
ス
は
言
う
。
軍
事
的
手
段
に
よ
る
金
門
封
鎖
の
失
敗
は
、
冷
戦
下
の
威
信
拡
大
と
い
う
共
産

側
の
目
標
が
放
棄
さ
れ
た
こ
と
を
何
ら
意
味
し
な
い
。
い
ま
中
国
は
そ
れ
に
代
え
て
「
政
治
戦
争
」
を
、
つ
ま
り
非
軍
事
的
手
段
に
よ
り
国
際

社
会
の
親
申
傾
向
を
促
進
す
る
こ
と
を
、
今
後
の
新
た
な
方
針
に
定
め
た
。
要
は
、
前
記
饅
標
を
実
現
す
る
手
段
が
変
化
し
た
に
過
ぎ
な
い
の

　
⑭

だ
と
。
そ
し
て
彼
は
、
一
〇
月
一
〇
日
の
葉
公
超
国
府
駐
米
大
使
と
の
会
談
等
の
場
で
語
っ
た
、
次
の
よ
う
な
国
際
社
会
の
、
と
り
わ
け
西
側

同
盟
国
の
対
訳
姿
勢
に
鑑
み
れ
ば
、
中
国
の
政
治
攻
勢
を
前
に
彼
ら
の
対
中
接
近
を
抑
え
る
こ
と
に
、
極
め
て
悲
観
的
で
あ
っ
た
。
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「
［
中
国
は
］
六
億
五
〇
〇
〇
万
の
中
立
入
を
支
配
す
る
大
国
（
b
。
≦
興
）
で
あ
る
。
大
国
に
は
［
人
々
を
］
惹
き
つ
け
る
強
大
な
力
が
あ
る
。
そ
れ
が

善
で
あ
ろ
う
と
悪
で
あ
ろ
う
と
関
係
な
い
の
で
あ
る
。
一

　
「
人
々
は
、
大
国
を
相
手
と
す
る
こ
と
を
好
む
。
我
々
は
、
こ
の
大
国
［
注
　
中
国
U
に
魅
か
れ
る
友
人
た
ち
を
引
き
戻
す
上
で
、
困
難
な
時
を
迎
え

て
い
る
。
」

　
「
我
々
の
友
人
の
大
多
数
は
、
中
共
が
、
す
ぐ
目
の
前
に
革
命
政
府
［
注
　
国
府
］
を
抱
え
る
状
況
に
際
限
な
く
耐
え
う
る
も
の
と
、
期
待
で
き
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

に
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
」
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し
か
も
、
最
後
の
言
葉
が
端
的
に
示
す
通
り
、
国
際
社
会
の
そ
う
し
た
対
中
姿
勢
は
国
府
の
国
際
的
孤
立
と
同
義
で
あ
っ
た
。
で
あ
れ
ば
、
も

は
や
「
米
国
で
す
ら
長
き
に
わ
た
り
国
府
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
か
疑
わ
し
扁
く
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
国
府
は
「
消
滅
さ
せ
ら
れ
か
ね
な
」
か

　
　
　
　
　
⑯

つ
た
の
で
あ
る
。
対
中
封
じ
込
め
と
台
湾
の
確
保
を
重
要
な
核
と
す
る
「
分
断
固
定
化
」
は
、
い
ま
や
崩
壊
の
危
機
に
瀕
し
て
い
た
。

　
よ
っ
て
、
国
際
社
会
の
か
か
る
趨
勢
に
歯
止
め
を
か
け
、
「
分
断
固
定
化
」
の
崩
壊
を
阻
止
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
対
中
封

じ
込
め
を
堅
持
す
る
政
権
の
方
針
に
変
わ
り
が
な
い
以
上
、
国
際
世
論
に
迎
合
す
る
対
中
政
策
の
修
正
は
も
と
よ
り
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
、
ダ
レ
ス
が
熟
慮
の
末
に
導
き
出
し
た
の
は
次
の
解
決
案
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
中
国
を
代
表
す
る
唯
一
正
統
な
政
府
に
し
て
、
「
自
由
中

国
（
禽
D
　
閃
鴎
①
Φ
　
0
7
一
P
鋤
）
の
代
弁
者
」
で
あ
る
国
府
の
対
外
的
「
イ
メ
ー
ジ
」
を
改
善
し
、
そ
の
訴
求
力
を
高
め
、
そ
の
上
で
、
大
陸
を
不
法
に

占
拠
し
人
民
を
圧
政
下
に
概
く
共
産
政
権
と
対
置
さ
せ
る
こ
と
で
、
こ
れ
以
上
の
、
国
際
社
会
の
対
中
接
近
と
国
府
の
国
際
的
孤
立
を
阻
止
す

　
　
　
　
　
⑰

べ
き
で
あ
る
と
。
そ
し
て
、
こ
の
ダ
レ
ス
の
構
想
を
契
機
と
し
て
、
台
湾
政
策
の
再
検
討
が
政
権
内
で
浮
上
す
る
の
で
あ
る
。
次
節
で
取
り
上

げ
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。

　
注
目
す
べ
き
は
、
再
検
討
へ
の
着
手
を
前
に
ダ
レ
ス
が
と
っ
た
次
の
行
動
で
あ
る
。
前
述
し
た
一
〇
日
の
会
談
の
場
で
、
彼
は
葉
公
超
に
対

し
、
「
我
々
の
政
策
」
を
「
同
盟
諸
国
に
と
っ
て
よ
り
好
ま
し
い
も
の
と
す
る
」
問
題
に
つ
い
て
蒋
と
直
接
話
し
合
う
た
め
、
自
ら
訪
台
す
る
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⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

用
意
が
あ
る
と
告
げ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
同
日
中
に
ダ
レ
ス
の
打
診
は
蒋
に
伝
え
ら
れ
た
。

　
打
診
の
背
景
に
は
、
蒋
に
対
し
て
彼
が
抱
く
次
の
懸
念
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
上
述
の
国
際
社
会
の
趨
勢
と
国
府
の
孤
立
と
い
う
状
況
に

対
す
る
、
蒋
の
認
識
不
足
で
あ
る
。
葉
に
そ
の
状
況
を
伝
え
る
前
掲
の
一
連
の
発
言
は
、
国
府
に
対
す
る
そ
の
種
の
指
摘
と
し
て
は
、
国
務
長

富
へ
の
就
任
以
来
、
初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
蒋
の
認
識
不
足
に
対
す
る
彼
の
懸
念
の
程
を
如
実
に
示
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
ダ
レ
ス
は
蒋
と

直
に
会
い
、
か
か
る
状
況
の
下
、
国
府
が
「
辛
う
じ
て
九
死
に
一
生
を
得
て
い
る
」
に
過
ぎ
な
い
現
実
を
、
蒋
に
「
認
識
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

な
い
」
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
対
し
国
府
指
導
部
は
、
葉
か
ら
打
診
を
伝
え
ら
れ
る
や
、
た
だ
ち
に
対
応
を
検
討
し
た
。
既
述
の
九
月
三
〇
日
の
ダ
レ
ス
発
雷
を
念

頭
に
指
導
部
内
で
は
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
灯
台
と
な
れ
ば
、
金
門
防
衛
軍
の
撤
退
を
迫
る
べ
く
国
府
に
「
圧
力
を
か
け
る
」
こ
と
が
ダ
レ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
目
的
で
あ
る
と
の
「
印
象
」
が
、
国
内
外
に
広
ま
り
か
ね
な
い
と
「
懸
念
す
る
隔
世
も
あ
っ
た
。
だ
が
、
最
終
的
に
蒋
は
、
甲
声
明
後
の

「
新
た
な
情
勢
扁
の
下
で
「
共
産
側
の
戦
術
の
変
化
」
に
対
処
す
る
た
め
の
、
「
政
策
、
戦
略
、
な
ら
び
に
旦
ハ
体
的
な
協
力
方
法
扁
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ダ
レ
ス
と
直
接
協
議
す
る
決
断
を
下
し
、
一
三
日
、
ド
ラ
ム
ラ
イ
ト
大
使
に
打
診
の
受
諾
を
伝
え
た
の
で
あ
る
。

　
だ
が
蒋
に
は
、
唯
唯
諾
諾
と
政
権
の
意
向
に
従
う
つ
も
り
は
毛
頭
な
か
っ
た
。
来
た
る
ダ
レ
ス
と
の
会
談
に
向
け
た
彼
の
基
本
的
立
場
は
、

政
権
の
圧
力
に
決
し
て
屈
さ
ず
、
「
最
低
限
扁
「
目
下
の
状
況
を
維
持
す
る
扁
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
そ
れ
は
、
金
門
防
衛
軍
に
関

し
て
、
九
月
二
九
日
の
自
身
の
表
明
を
国
府
の
「
最
終
的
立
場
」
と
し
て
死
守
し
、
如
何
な
る
譲
歩
も
し
な
い
こ
と
、
そ
し
て
よ
り
重
要
な
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
、
「
大
陸
で
の
反
共
革
命
の
戦
い
」
に
政
権
が
課
そ
う
と
す
る
「
如
何
な
る
束
縛
」
に
も
、
断
固
抵
抗
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

　
無
論
、
政
権
は
こ
う
し
た
国
府
側
の
議
論
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
知
る
由
も
な
か
っ
た
。
と
も
あ
れ
、
一
三
日
、
受
諾
す
る
と
の
回
答
が
葉
か

　
　
　
　
　
　
　
　
辱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
レ
ス
を
中
心
に
国
務
省
内
に
お
い
て
、
台
北
会
談
で
の
政
権
の
立
場
を
練
り
上
げ
る
作
業
が
本
格
化
す
る
の
で
あ
る
。

ら
伝
え
ら
れ
る
や
、
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第
三
節
　
台
北
会
談
に
臨
む
ダ
レ
ス
の
立
場

　
前
述
の
作
業
は
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
、
一
〇
月
～
＝
日
ま
で
に
政
権
の
立
場
は
、
会
談
の
場
で
ダ
レ
ス
が
用
い
る
「
方
針
説
明
書
」
（
以

下
、
「
説
明
書
」
）
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
「
説
明
書
」
は
、
台
北
で
蒋
に
示
す
主
な
提
案
と
し
て
次
の
二
点
を
盛
り
込
ん
で
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
一
つ
は
、
危
機
終
結
後
の
金
門
防
衛
軍
の
縮
小
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
の
関
わ
り
で
指
摘
す
べ
き
は
、
一
〇
日
の
国
務
省
・
統
合
参
謀
本
部
合

同
会
合
の
場
で
ダ
レ
ス
が
、
縮
小
幅
を
可
能
な
限
り
拡
大
す
る
よ
う
繰
り
返
し
訴
え
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
、
危
機
終
息
後
、
国
府
が
縮
小
を

実
施
し
、
海
峡
の
不
安
定
化
要
因
の
一
つ
が
取
り
除
か
れ
れ
ば
、
「
自
由
世
界
に
よ
る
国
府
へ
の
支
持
の
確
保
に
資
す
る
偏
こ
と
は
無
論
、
縮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

小
幅
が
大
き
い
ほ
ど
、
国
際
社
会
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
も
強
ま
る
と
睨
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
狙
い
か
ら
す
れ
ば
、
防
衛
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

八
万
六
五
〇
〇
名
の
「
三
分
の
二
」
を
削
減
す
べ
し
と
の
会
合
の
結
論
は
、
ダ
レ
ス
に
と
っ
て
満
足
の
ゆ
く
も
の
で
あ
っ
た
。

　
問
題
は
、
圧
力
に
よ
り
蒋
に
縮
小
を
強
い
る
の
で
は
な
く
、
「
自
発
的
な
」
縮
小
を
進
ん
で
受
け
入
れ
る
よ
う
如
何
に
蒋
を
「
説
得
」
す
る

か
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
説
得
の
手
段
と
し
て
政
権
が
出
し
た
答
え
は
、
中
国
の
破
壊
活
動
に
対
し
て
金
門
の
「
治
安
」
を
維
持
す
る
上
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

ま
た
中
国
に
よ
る
侵
攻
の
場
合
に
「
大
規
模
な
抵
抗
」
を
展
開
す
る
上
で
、
「
十
分
な
軍
事
力
が
残
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
」
と
の
保
証
で
あ
っ
た
。

　
だ
が
、
彼
が
粛
軍
の
縮
小
よ
り
も
は
る
か
に
重
視
し
て
い
た
の
は
、
も
う
一
つ
の
提
案
、
す
な
わ
ち
国
府
の
「
役
割
」
の
再
定
義
で
あ
っ
た
。

曰
く
、
「
中
国
の
象
徴
」
と
し
て
共
産
政
権
に
対
抗
す
る
国
府
の
「
使
命
」
は
今
後
も
不
変
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
使
命
が
引
き
続
き
国
際
社

会
の
賛
同
を
得
、
そ
れ
に
よ
り
国
府
の
「
国
際
的
地
位
」
を
揺
る
ぎ
な
い
も
の
と
す
る
に
は
、
使
命
を
実
現
す
る
上
で
国
府
の
果
た
す
「
役

割
」
が
「
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
べ
き
」
か
、
ま
た
「
ど
う
ず
れ
ば
そ
の
役
割
を
最
善
の
形
で
果
た
せ
る
」
の
か
再
考
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

⑲
と
。

　
提
案
の
背
景
に
は
、
国
府
は
「
本
質
的
に
そ
の
考
え
方
が
軍
事
主
義
的
で
あ
る
（
Φ
ω
ω
魯
匿
ξ
巨
陣
巴
。
・
野
一
因
匿
。
亀
o
o
評
）
」
と
い
う
「
根
深

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
印
象
」
が
、
国
際
社
会
に
お
い
て
依
然
、
支
配
的
で
あ
る
と
の
彼
の
認
識
が
あ
っ
た
。
実
際
、
金
門
へ
の
大
規
模
な
防
衛
軍
配
備
や
、
公
の
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場
で
の
武
力
反
攻
の
訴
え
に
象
徴
さ
れ
る
、
危
機
前
夜
ま
で
の
国
府
指
導
部
に
よ
る
度
重
な
る
「
挑
発
的
な
」
雷
動
に
鑑
み
れ
ば
、
そ
う
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

国
際
社
会
の
印
象
を
改
め
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
と
思
わ
れ
た
。

　
そ
こ
で
、
ダ
レ
ス
は
次
の
よ
う
に
国
府
の
「
役
割
」
を
定
義
し
直
す
こ
と
で
、
こ
の
難
題
の
解
決
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
か
か

る
印
象
を
改
め
る
上
で
国
府
に
い
ま
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
大
陸
復
帰
と
い
う
「
使
命
」
に
対
し
、
「
軍
事
主
義
的
」
な
そ
れ
と
決
別
す
る

「
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
」
で
臨
む
姿
勢
を
、
国
際
社
会
に
向
け
て
表
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
「
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
は
、
武
力
反
攻

に
代
わ
り
、
非
軍
事
的
手
段
に
よ
り
大
陸
復
帰
を
目
指
す
こ
と
を
指
し
、
そ
し
て
そ
れ
こ
そ
、
今
後
、
国
府
が
担
う
べ
き
新
た
な
「
役
割
」
に

他
な
ら
な
い
の
だ
と
。
な
お
、
こ
う
し
た
「
役
割
」
の
再
定
義
と
そ
の
対
外
的
表
明
を
着
想
す
る
際
に
彼
の
念
頭
に
あ
っ
た
の
は
、
西
ド
イ
ツ

の
前
例
、
す
な
わ
ち
、
五
四
年
一
〇
月
初
頭
の
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
（
M
（
O
鐸
憎
曽
α
〉
瓢
Φ
鐸
9
ρ
¢
Φ
桟
）
首
相
の
宣
雷
1
「
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
は
ド
イ
ツ
の
再

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

統
一
を
実
現
す
る
た
め
、
武
力
の
行
使
に
訴
え
な
い
こ
と
を
約
束
す
る
」
…
で
あ
っ
た
。

　
こ
こ
で
も
や
は
り
問
題
は
、
以
上
の
提
案
、
と
り
わ
け
国
府
の
新
た
な
「
役
割
」
を
、
如
何
に
し
て
蒋
に
受
け
入
れ
さ
せ
る
か
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
ダ
レ
ス
は
そ
の
答
え
を
、
次
の
論
法
に
よ
り
「
役
割
」
に
肉
付
け
し
、
そ
の
説
得
力
を
高
め
る
こ
と
に
見
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
曰
く
、
「
中
華
民
族
の
文
化
と
伝
統
、
そ
し
て
中
国
の
知
識
人
た
ち
の
叡
智
」
は
中
国
人
民
の
「
貴
重
な
資
産
」
で
あ
る
。
だ
が
、
共
産
主

義
下
の
大
陸
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
「
真
の
価
値
」
は
も
は
や
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
し
た
が
っ
て
国
府
は
、
台
湾
で
中
国
の
文
化
と
伝
統
の
発

揚
に
専
心
し
、
大
陸
人
民
が
「
注
視
す
る
象
徴
」
と
な
る
こ
と
で
、
換
言
す
れ
ば
「
真
の
価
値
」
の
「
保
護
者
（
鶏
ω
8
発
芽
ご
と
な
る
こ
と

で
、
共
産
政
権
下
で
岬
吟
ず
る
人
民
の
「
精
神
と
心
」
に
訴
え
か
け
、
大
陸
の
内
部
か
ら
の
動
揺
を
誘
う
べ
き
で
あ
る
と
。
こ
こ
で
注
目
す
べ

き
は
、
ま
た
本
稿
後
出
の
議
論
と
の
関
連
で
指
摘
す
べ
き
は
、
「
説
明
書
」
の
次
の
く
だ
り
一
国
府
に
は
、
「
今
後
、
中
国
大
陸
の
反
乱
勢
力
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
協
力
に
備
え
る
と
い
う
軍
事
的
役
割
が
あ
る
」
1
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
説
明
書
」
は
、
大
陸
復
帰
に
係
る
武
力
使
用
の
余
地
を
完
全
に
排

除
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
が
「
説
明
書
」
の
内
容
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
つ
ぎ
の
幾
重
も
の
狙
い
の
上
に
成
立
し
て
い
た
。
ま
ず
何
よ
り
、
国
府
の
対
外
的
イ
メ
ー
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ジ
を
改
善
し
、
そ
の
訴
求
力
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際
社
会
と
り
わ
け
同
盟
国
に
よ
る
こ
れ
以
上
の
対
中
接
近
を
抑
え
、
対
申
封
じ
込
め

を
堅
持
す
る
こ
と
、
つ
ぎ
に
、
非
軍
事
的
手
段
に
よ
る
大
陸
復
帰
を
可
能
に
す
る
確
た
る
根
拠
を
示
す
一
方
、
大
陸
復
帰
の
た
め
の
武
力
行
使

の
余
地
を
幾
ば
く
か
残
し
て
お
く
こ
と
で
、
国
府
の
士
気
の
動
揺
を
防
ぎ
台
湾
の
安
定
を
確
保
す
る
こ
と
、
そ
し
て
最
後
に
、
そ
れ
ら
二
つ
の

狙
い
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
海
峡
に
お
け
る
「
分
断
固
定
化
」
の
崩
壊
を
阻
止
す
る
こ
と
、
で
あ
っ
た
。

　
本
章
の
議
論
は
以
上
の
通
り
で
あ
り
、
そ
の
要
諦
は
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
よ
う
。
九
月
半
ば
頃
か
ら
、
台
湾
海
峡
が
徐
々
に
落
ち
着
き
を

取
り
戻
し
始
め
る
な
か
、
政
権
内
で
は
、
や
が
て
海
峡
が
危
機
勃
発
前
の
状
態
、
す
な
わ
ち
「
分
断
固
定
化
」
の
下
で
の
安
定
し
た
秩
序
へ
回

帰
す
る
で
あ
ろ
う
と
の
期
待
が
現
れ
つ
つ
あ
り
、
そ
れ
故
、
こ
の
時
点
で
台
湾
政
策
の
再
検
討
は
彼
ら
の
眼
中
に
な
か
っ
た
。
だ
が
、
九
月
下

旬
か
ら
一
〇
月
上
旬
ま
で
の
一
連
の
出
来
事
は
、
そ
う
し
た
期
待
が
時
期
尚
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台
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台
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あ
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蒋
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葉
徳
大
使
之
談
話

　
紀
録
鳳
（
五
八
年
九
月
二
七
日
）
、
四
一
【
・
一
／
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／
○
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華
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⑦
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。
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少
谷
か
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宛
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去
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第
四
章
　
　
「
共
國
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
」
の
成
立
”
台
北
会
談
（
【
○
月
二
一
～
二
三
日
）
の
顛
末

第
一
節
簸
初
の
二
日
間
の
展
開

　
一
九
五
八
年
一
〇
月
二
〇
日
、
中
国
は
、
金
門
へ
の
砲
撃
中
断
を
命
じ
た
指
令
を
撤
旧
す
る
と
の
声
明
を
出
し
、
同
日
、
砲
撃
が
再
開
さ
れ

た
。
欧
州
で
の
外
遊
を
終
え
訪
台
の
途
上
に
あ
っ
た
ダ
レ
ス
は
、
そ
の
事
態
を
受
け
ワ
シ
ン
ト
ン
に
引
き
返
す
こ
と
も
検
討
し
た
が
、
国
務
省

ス
タ
ッ
フ
と
の
協
議
を
経
て
、
砲
撃
は
「
軽
微
」
で
「
政
治
的
意
図
に
よ
る
も
の
で
あ
る
」
と
の
判
断
に
至
り
、
予
定
通
り
台
北
に
向
か
っ
た

　
　
　
　
①

の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
翌
二
～
日
、
台
北
に
到
着
し
た
ダ
レ
ス
は
、
早
速
そ
の
日
の
午
後
四
時
（
現
地
時
間
。
以
下
、
全
て
同
じ
）
か
ら
、
士
林

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
総
統
官
邸
で
蒋
と
の
最
初
の
会
合
に
臨
ん
だ
。
同
席
し
た
の
は
、
こ
の
会
談
の
た
め
に
～
時
帰
国
し
た
葉
公
署
の
み
で
あ
っ
た
。

　
挨
拶
も
ほ
ど
ほ
ど
に
蒋
か
ら
墨
形
を
促
さ
れ
た
ダ
レ
ス
が
何
よ
り
強
調
し
た
の
は
、
国
府
が
置
か
れ
て
い
る
次
の
現
実
で
あ
っ
た
。
曰
く
、

い
ま
、
国
府
が
直
面
し
て
い
る
の
は
軍
事
的
な
危
険
で
な
く
、
「
政
治
的
な
危
険
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
際
社
会
に
お
け
る
対
中
接
近
と

い
う
趨
勢
ゆ
え
の
、
ま
た
、
「
［
国
府
は
］
平
和
に
対
す
る
脅
威
で
あ
る
と
の
国
際
社
会
が
抱
く
恐
怖
」
ゆ
え
の
、
国
府
の
「
極
め
て
脆
弱
な
」
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国
際
的
立
場
が
そ
れ
で
あ
る
と
。
続
け
て
彼
は
、
自
ら
の
発
言
を
裏
付
け
る
有
無
を
い
わ
せ
ぬ
証
拠
と
し
て
、
前
述
ロ
ッ
ジ
電
の
原
文
を
わ
ざ

わ
ざ
蒋
に
示
し
、
葉
に
そ
れ
を
翻
訳
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
で
ダ
レ
ス
は
蒋
に
対
し
、
国
際
社
会
に
向
け
て
「
平
和
へ
の
願
い
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

て
何
ら
か
の
意
思
を
示
す
」
こ
と
が
、
い
ま
国
府
に
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
と
訴
え
か
け
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
彼
の
訴
え
は
、
国
際
世
論

の
視
線
を
強
く
意
識
す
る
政
権
の
姿
勢
を
改
め
て
浮
き
彫
り
と
し
た
。

　
そ
し
て
、
翌
二
二
日
午
前
の
第
二
回
会
合
の
場
で
彼
は
、
前
出
の
「
説
明
書
」
を
基
に
作
成
さ
れ
た
覚
書
を
蒋
に
手
渡
し
、
そ
の
中
で
右
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
「
意
思
」
を
具
現
化
す
る
行
動
案
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
覚
書
は
、
「
説
明
書
」
の
提
案
そ
の
ま
ま
に
国
府
の
「
役
割
」
の
再
定
義
を
、
す
な
わ
ち
非
軍
事
的
手
段
－
中
国
文
化
の
「
保
護
者
」

た
る
こ
と
…
に
よ
り
大
陸
復
帰
を
欝
指
す
よ
う
求
め
て
い
た
。
だ
が
注
目
す
べ
き
は
、
覚
書
が
他
方
で
、
「
説
明
書
」
の
前
出
の
く
だ
り
；
国

府
に
は
、
「
中
国
大
陸
の
反
乱
勢
力
と
の
協
力
に
備
え
る
と
い
う
軍
事
的
役
割
が
あ
る
」
－
や
そ
れ
に
類
す
る
評
伝
を
削
除
し
て
い
た
事
実
で

　
⑤

あ
る
。
そ
れ
は
、
ダ
レ
ス
が
、
大
陸
復
帰
に
係
る
武
力
使
用
を
＝
切
」
否
定
す
る
立
場
へ
と
土
壇
場
で
舵
を
切
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

な
お
、
筆
者
の
手
元
に
あ
る
史
料
か
ら
は
、
そ
の
削
除
の
意
図
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
次
節
に
お
い
て
、
本
件
を
め

ぐ
り
双
方
が
合
意
に
達
し
た
経
緯
を
詳
ら
か
に
し
た
上
で
、
ダ
レ
ス
の
真
意
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
次
に
覚
書
は
、
「
説
明
書
」
の
い
ま
一
つ
の
提
案
で
あ
る
金
門
防
衛
軍
の
縮
小
を
、
明
確
に
求
め
て
は
い
な
か
っ
た
。
恐
ら
く
ダ
レ
ス
は
、

「
説
明
書
」
の
両
提
案
が
国
府
の
既
存
の
立
場
に
大
幅
な
修
正
を
迫
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
　
度
に
両
者
を
突
き
付
け
る
の
で
な
く
、

ま
ず
最
重
要
課
題
で
あ
る
「
役
割
」
の
再
定
義
に
寒
点
す
べ
き
と
考
え
、
そ
の
よ
う
に
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　
で
は
、
以
上
の
ダ
レ
ス
の
説
明
に
対
す
る
蒋
の
反
応
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。
ま
ず
、
蒋
は
、
初
日
の
ダ
レ
ス
の
働
き
か
け
に
強
い

不
快
感
を
露
わ
に
し
た
。
蒋
は
言
う
。
我
々
も
国
際
世
論
へ
の
配
慮
の
必
要
を
十
分
理
解
し
て
い
る
。
事
実
、
我
々
は
政
権
の
要
請
に
従
い
大

陸
へ
の
報
復
を
自
制
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
ま
た
、
中
国
が
海
峡
の
「
平
和
を
乱
さ
な
い
」
限
り
「
事
実
上
の
休
戦
」
に
、
つ
ま
り
危
機
勃
発

前
の
状
態
へ
の
回
帰
に
「
反
対
し
な
い
用
意
す
ら
あ
る
」
。
だ
が
、
政
権
は
そ
う
し
た
我
々
の
姿
勢
を
評
価
す
る
ど
こ
ろ
か
、
我
々
が
米
国
を
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「
戦
争
に
巻
き
込
む
」
事
態
を
恐
れ
る
余
り
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
我
々
の
行
動
に
「
数
多
の
制
約
を
加
え
、
［
我
々
を
］
束
縛
し
て
」
き
た
。
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

直
に
言
っ
て
我
々
は
、
「
貴
国
が
私
の
こ
と
を
全
く
信
用
し
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
る
」
と
。

　
続
け
て
蒋
は
、
二
日
目
の
行
動
案
、
す
な
わ
ち
国
府
の
「
役
割
」
の
再
定
義
に
つ
い
て
も
断
固
拒
否
す
る
姿
勢
を
貫
い
た
。
彼
は
反
論
に
先

立
ち
、
「
大
陸
の
回
復
は
、
軍
事
力
の
使
用
の
み
に
依
存
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
大
陸
人
民
の
支
持
を
そ
の
成
功
の
基
礎
と
し
な
け
れ
ば
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

な
い
（
強
調
は
筆
者
。
以
下
同
じ
）
」
と
述
べ
、
ダ
レ
ス
の
懸
念
を
取
り
除
く
こ
と
に
努
め
た
。
と
は
い
え
、
そ
の
底
上
か
ら
、
ま
た
次
節
で
取

り
上
げ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
」
を
め
ぐ
る
折
衝
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
蒋
に
は
、
大
陸
復
帰
に
係
る
武
力
行
使
を
完
全
に
放
棄
す
る
つ
も
り
は

ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。
だ
が
彼
の
見
る
と
こ
ろ
、
そ
う
し
た
行
使
を
全
否
定
し
た
上
で
、
国
府
の
「
役
割
」
を
中
国
文
化
の
「
保
護
者
」
に
燦

小
化
す
る
行
動
案
は
、
国
府
が
「
目
下
の
亡
命
政
権
と
し
て
の
状
態
」
と
「
そ
う
し
た
状
態
の
永
続
化
扁
を
甘
受
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
「
二
つ

の
中
国
」
の
受
け
入
れ
を
「
自
発
的
に
表
明
す
る
」
こ
と
に
等
し
か
っ
た
。
要
す
る
に
、
中
華
民
国
の
「
基
盤
を
ほ
と
ん
ど
揺
る
が
す
」
行
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

案
へ
の
同
意
は
、
「
自
殺
的
」
行
為
に
他
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
本
節
の
議
論
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
国
府
の
「
役
割
」
の
再
定
義
を
め
ぐ
る
双
方
の
溝
は
容
易
に
は
埋
め
難
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
方
で
ダ
レ
ス
は
、
国
際
社
会
に
お
け
る
国
府
の
イ
メ
ー
ジ
を
改
善
す
べ
く
、
武
力
反
攻
と
決
別
し
、
非
軍
事
的
手
段
に
よ
る
大
陸
復
帰
を
目

指
す
よ
う
蒋
に
強
く
促
す
と
と
も
に
、
大
陸
復
帰
に
係
る
武
力
行
使
の
余
地
を
一
切
排
除
し
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
蒋
は
、
前
述
の
通

り
大
陸
で
の
反
共
革
命
を
断
園
推
進
す
る
立
場
か
ら
、
行
動
案
を
拒
絶
し
、
武
力
行
使
の
余
地
を
極
力
確
保
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
か
く

し
て
、
本
件
に
関
し
て
何
ら
成
果
が
得
ら
れ
ぬ
ま
ま
会
談
は
最
初
の
二
日
間
が
過
ぎ
去
ろ
う
と
し
て
い
た
。

第
二
節
　
　
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
」
の
文
言
を
め
ぐ
る
折
衝
と
そ
の
結
末

前
述
の
よ
う
に
「
役
割
」
の
再
定
義
を
め
ぐ
り
交
渉
が
膠
着
状
態
に
陥
る
と
、
ダ
レ
ス
は
、
会
談
後
に
公
表
さ
れ
る
「
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
」

の
文
言
を
め
ぐ
る
折
衝
の
中
で
決
着
を
図
る
方
針
を
固
め
た
。
そ
し
て
、
～
○
月
二
二
日
午
後
、
そ
の
方
針
に
沿
っ
て
作
成
さ
れ
た
「
コ
ミ
ュ
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⑩

ニ
ケ
」
草
案
（
以
下
、
ダ
レ
ス
案
）
が
国
府
側
に
手
渡
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

同
日
夜
か
ら
の
折
衝
で
は
、
台
湾
に
対
す
る
中
国
の
軍
事
的
脅
威
や
脅
威
に
対
抗
す
る
中
台
の
決
意
を
述
べ
る
、
草
案
の
大
半
の
部
分
に
つ

い
て
早
々
と
合
意
に
達
し
た
一
方
、
最
後
ま
で
激
論
が
交
わ
さ
れ
た
の
は
、
国
府
の
「
役
割
」
に
つ
い
て
論
じ
る
次
の
く
だ
り
で
あ
っ
た
。
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中
華
民
国
政
府
は
、
自
由
申
国
の
代
表
と
し
て
の
そ
の
高
潔
な
使
命
が
、
戦
争
を
通
じ
遂
行
さ
れ
得
る
と
の
構
想
を
拒
絶
す
る
と
表
明
し
た
。
大
陸
で

の
支
配
を
再
び
確
立
す
る
た
め
、
同
国
政
府
自
ら
、
戦
争
を
引
き
起
こ
す
こ
と
は
決
し
て
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
自
ら
の
意
志
で
そ
の
支
配
を
受
け
入

れ
て
い
る
人
々
を
防
衛
す
る
場
合
を
除
き
、
戦
う
こ
と
は
決
し
て
な
い
で
あ
ろ
う
。
中
華
民
国
は
、
大
陸
に
対
し
攻
撃
を
行
う
た
め
の
軍
事
的
基
盤
を
ま

っ
た
く
有
し
て
い
な
い
。
そ
の
基
盤
は
す
で
に
大
陸
に
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、
中
国
入
民
の
心
に
お
い
て
で
あ
る
。
申
華
民
国
は
、
そ
の
振
る
舞
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

模
範
た
る
こ
と
を
以
て
そ
れ
ら
を
支
え
る
べ
く
努
め
る
で
あ
ろ
う
。

　
文
雷
は
、
国
府
の
「
使
命
」
、
す
な
わ
ち
大
陸
復
帰
そ
の
も
の
を
否
定
し
な
い
一
方
で
、
戦
争
を
は
じ
め
と
す
る
武
力
行
使
を
そ
の
手
段
と

は
し
な
い
旨
奮
明
し
て
い
た
。
そ
の
上
で
文
言
は
、
「
振
る
舞
い
と
模
範
た
る
こ
と
」
一
「
説
明
書
」
に
言
う
「
中
国
文
明
の
保
護
者
」
た
る

こ
と
一
に
よ
り
「
申
国
人
民
の
心
」
に
訴
え
か
け
る
こ
と
で
、
大
陸
復
帰
を
目
指
す
と
い
う
国
府
の
新
た
な
「
役
割
」
を
明
示
し
て
い
た
。
こ

の
よ
う
に
ダ
レ
ス
案
は
、
「
説
明
書
」
に
お
け
る
、
ま
た
蒋
と
の
工
度
の
会
合
に
お
け
る
彼
の
立
場
を
忠
実
に
反
映
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
特

に
、
「
戦
争
」
を
繰
り
返
し
否
定
し
て
い
た
点
に
、
そ
う
し
た
戦
争
を
強
く
嫌
悪
す
る
国
際
社
会
に
向
け
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
狙
い
が
鮮
明
に
現

れ
て
い
た
。

　
だ
が
、
蒋
と
し
て
は
、
右
記
文
言
が
そ
れ
ま
で
の
米
側
の
立
場
と
何
ら
変
わ
ら
な
い
以
上
、
当
然
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
と

は
い
え
、
こ
の
ま
ま
会
談
を
決
裂
さ
せ
る
こ
と
は
彼
の
本
意
で
は
な
く
、
実
際
、
蒋
は
次
の
修
正
案
に
よ
り
歩
み
寄
り
の
姿
勢
を
示
し
た
。
二

二
日
夜
、
彼
は
葉
を
通
じ
て
、
ダ
レ
ス
案
に
お
け
る
「
［
国
府
］
自
ら
、
戦
争
（
≦
巴
を
引
き
起
こ
す
こ
と
は
決
し
て
な
い
」
を
、
「
薗
府
〕
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自
ら
、
全
面
戦
争
（
伽
q
窪
Φ
琶
≦
9
。
H
）
を
引
き
起
こ
す
こ
と
は
決
し
て
な
い
」
と
改
め
る
よ
う
米
側
に
求
め
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
ダ
レ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
立
場
に
あ
る
程
度
配
慮
し
た
上
で
、
武
力
行
使
の
余
地
を
可
能
な
限
り
確
保
し
よ
う
と
す
る
蒋
の
意
図
が
明
確
に
現
れ
て
い
た
。
だ
が
、
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

正
案
は
、
そ
う
し
た
余
地
を
一
切
封
じ
よ
う
と
す
る
自
身
の
立
場
と
相
容
れ
な
い
が
故
に
、
ダ
レ
ス
に
当
意
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
こ
う
し
て
折
衝
の
行
方
に
暗
雲
が
立
ち
込
め
る
な
か
最
終
的
に
膠
着
状
態
を
打
破
し
た
の
は
、
翌
二
三
日
午
前
九
時
半
か
ら
の
、
最
後
の
会

合
の
場
で
示
さ
れ
た
蒋
自
身
の
起
草
に
な
る
草
案
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
双
方
は
そ
れ
を
た
た
き
台
に
約
三
時
間
に
わ
た
り
検
討
を
重
ね
た
末
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

本
稿
冒
頭
の
文
雷
で
合
意
に
達
し
、
同
日
午
後
二
時
、
そ
の
魚
雷
を
含
む
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
」
が
公
表
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
文
奮
は
、
大
陸
復
帰
と
い
う
「
使
命
」
の
「
基
礎
」
が
中
国
人
民
の
「
精
神
と
心
」
に
あ
る
と
、
ま
た
「
使
命
」
を
実
現
す
る
た
め
の
「
手

段
」
、
す
な
わ
ち
国
府
の
「
役
割
」
が
「
三
民
主
義
の
実
施
」
に
あ
る
と
謳
う
こ
と
に
よ
り
、
「
軍
事
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
の
決
別
を
關
明

し
て
お
り
、
国
際
世
論
へ
の
、
ま
た
同
世
論
を
重
視
す
る
政
権
へ
の
配
慮
が
前
記
修
正
案
よ
り
も
強
く
現
れ
て
い
た
。
だ
が
、
他
方
で
、
「
主

た
る
手
段
偏
と
の
語
に
よ
り
、
大
陸
復
帰
に
係
る
武
力
行
使
の
余
地
を
完
全
に
排
除
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
合
意
に
至
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

た
文
書
は
蒋
の
草
案
を
「
お
お
む
ね
」
踏
襲
し
て
お
り
、
彼
に
と
っ
て
満
足
の
ゆ
く
も
の
で
あ
っ
た
。

　
で
は
そ
の
～
方
で
、
ダ
レ
ス
は
な
ぜ
こ
の
文
言
に
同
意
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
筆
者
は
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
史
料
を
得
て

い
な
い
が
、
次
の
よ
う
に
推
定
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
文
言
は
、
武
力
行
使
の
余
地
を
一
切
排
除
す
る
二
二
日
覚
書
の
行
動
案

か
ら
明
ら
か
に
後
退
し
て
い
た
。
だ
が
、
そ
れ
で
も
ダ
レ
ス
が
同
意
し
た
こ
と
は
、
文
言
が
、
大
陸
で
の
革
命
勃
発
時
に
限
り
そ
う
し
た
行
使

を
許
容
す
る
「
説
明
書
」
の
提
案
と
、
ほ
ぼ
重
な
る
も
の
と
彼
が
判
断
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
。
そ
し
て
筆
者
は
、
二
二
日
の
第
二
回
会
合

を
前
に
、
彼
が
土
壇
場
で
「
説
明
書
」
に
加
え
た
前
述
の
修
正
が
そ
う
し
た
推
定
を
傍
証
す
る
も
の
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
、
国
府
の

「
掛
買
」
の
再
定
義
に
関
す
る
「
説
明
書
」
の
提
案
を
、
政
権
と
し
て
譲
れ
な
い
一
線
と
位
置
づ
け
て
お
り
、
本
件
を
め
ぐ
る
最
終
合
意
を
最

低
限
そ
の
一
線
に
着
地
さ
せ
る
べ
く
、
交
渉
上
の
戦
術
と
し
て
、
「
説
明
書
」
の
提
案
を
超
え
る
行
動
案
を
ま
ず
蒋
に
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
と
も
あ
れ
、
こ
こ
に
、
「
説
明
書
」
の
提
案
の
一
方
に
決
着
が
付
い
た
こ
と
を
受
け
、
ダ
レ
ス
は
い
ま
一
つ
の
提
案
、
す
な
わ
ち
金
門
防
衛
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軍
の
縮
小
を
提
起
す
る
時
が
訪
れ
た
と
判
断
し
た
。

　
会
合
で
の
本
件
を
め
ぐ
る
議
論
は
以
下
の
展
開
を
辿
っ
た
。
ま
ず
彼
は
、
「
自
由
中
国
の
命
運
全
体
」
を
、
「
極
め
て
脆
弱
な
場
所
に
位
置
す

る
、
数
平
方
マ
イ
ル
」
の
小
島
の
「
保
持
」
に
「
結
び
つ
け
」
、
そ
の
小
島
に
陸
軍
の
「
三
分
の
一
の
兵
力
」
を
配
備
す
る
こ
と
は
「
非
常
に

賢
明
で
な
い
」
と
指
摘
し
た
上
で
、
外
に
向
け
た
「
政
治
的
意
思
表
示
」
と
し
て
同
誌
を
縮
小
す
る
よ
う
望
む
と
告
げ
た
。
発
答
の
背
後
に
は
、

金
門
は
単
な
る
「
前
哨
（
o
¢
6
0
ω
什
）
」
に
過
ぎ
な
い
と
の
、
つ
ま
り
仮
に
失
わ
れ
た
と
し
て
も
台
湾
本
島
の
安
全
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
は
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

と
の
彼
の
認
識
と
、
縮
小
に
よ
り
国
際
世
論
に
向
け
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
前
述
の
狙
い
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
蒋
は
、
い
ま
や
国
府
に
と
っ

て
台
湾
本
島
は
、
さ
ら
な
る
後
退
が
不
可
能
な
最
終
「
防
衛
ラ
イ
ン
」
で
あ
る
以
上
、
金
門
は
無
論
、
沿
岸
諸
島
の
ど
の
＝
片
の
土
地
と
い

え
ど
も
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
反
論
し
た
。
だ
が
、
他
方
で
彼
は
、
中
国
か
ら
休
戦
を
引
き
出
す
た
め
の
「
代
償
」
で
は
な
く
、
純
然

た
る
「
軍
事
技
術
上
の
問
題
」
と
し
て
本
件
を
取
り
上
げ
る
の
で
あ
れ
ば
、
金
門
に
お
け
る
火
力
の
「
改
善
」
を
条
件
に
、
防
衛
軍
の
規
模
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

「
適
宜
縮
小
す
べ
き
と
考
え
る
」
と
も
述
べ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
両
者
は
、
防
衛
軍
の
縮
小
と
い
う
「
原
則
」
に
お
い
て
合
意
し
た
の
で
あ

　
⑱つ

た
。
な
お
、
蒋
が
、
前
章
で
確
認
し
た
台
北
会
談
前
夜
ま
で
の
立
場
を
翻
し
、
縮
小
に
応
じ
た
理
由
に
つ
い
て
は
後
日
の
検
討
に
委
ね
た
い
。

　
か
く
し
て
、
三
日
問
に
わ
た
る
台
北
会
談
は
幕
を
下
ろ
し
た
。
そ
し
て
、
会
談
終
了
二
日
後
の
二
五
日
、
中
国
が
、
「
［
金
門
の
軍
民
が
］
十

分
な
［
補
給
］
物
資
を
得
ら
れ
る
よ
う
」
、
「
偶
数
日
」
に
は
砲
撃
し
な
い
と
宣
言
し
、
砲
撃
規
模
を
大
幅
に
縮
小
し
た
こ
と
で
、
第
二
次
危
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

は
実
質
的
に
終
わ
り
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

①
塁
8
謀
殺
。
。
山
O
①
O
レ
O
誌
＝
－
蒔
鼻
福
田
円
㎎
申
国
外
交
と
台
湾
　
＝
つ
の

　
中
国
」
原
則
の
起
源
㎞
、
聖
慮
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
＝
二
年
、
一
八
○
頁
。

②
葉
公
超
か
ら
外
交
次
長
宛
て
打
電
（
第
九
三
〇
電
）
（
五
八
年
一
〇
月
一
六
日
）
、

　
四
＝
一
・
二
二
／
〇
一
八
七
　
杜
虫
聞
露
華
、
中
華
民
国
外
交
部
。
前
掲
「
総
統

　
興
杜
北
江
國
務
卿
談
話
摘
要
記
録
」
（
五
八
年
一
〇
月
二
一
日
）
。

③
前
掲
「
総
統
與
杜
叢
誌
虚
字
卿
談
話
摘
要
記
録
」
（
五
八
年
一
〇
月
二
一
日
）
。

弟
8
噂
一
説
。
。
山
O
①
ρ
一
ρ
島
堅
禽
9
念
⑳
第
一
回
会
合
の
紀
要
は
米
側
と
国
府
側

　
作
成
の
二
種
類
が
あ
る
が
、
ロ
ッ
ジ
電
の
提
示
と
そ
の
翻
訳
に
言
及
し
て
い
る
の

　
は
国
府
側
紀
要
の
み
で
あ
る
。

④
弟
8
レ
O
㎝
。
。
山
霧
O
」
P
お
マ
轟
卜
。
ω
噂
畠
や
爵
③
マ

⑤
そ
れ
に
類
す
る
文
言
と
は
、
「
量
一
．
∠
一
　
、
、
、
｛
一
．
儒

頼
事
末
睦
　
ζ
匡
　
曇
　
一
　
　
　
双
　
　
オ
、
、
限
1
、
国
府
は
力
を
以
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て
（
h
o
己
げ
落
）
大
陸
復
帰
の
試
み
に
着
手
す
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
漏
に
お

　
け
る
取
り
消
し
線
の
部
分
を
指
す
。
、
沁
8
響
一
斉
○
。
山
8
9
同
ρ
凸
Φ
－
鳶
N

　
爵
㎝
1
誌
鈴

⑥
碧
8
レ
霧
。
。
山
Φ
①
ρ
多
命
◎
島
9

⑦
弟
窮
し
霧
。
。
山
⑩
8
レ
O
”
亀
P
蒔
悼
。
。
ム
b
。
ρ
前
掲
「
総
統
與
杜
勒
斯
國
務
卿
談
話

　
摘
要
記
録
」
（
五
八
年
　
○
月
二
一
B
）
。

⑧
前
掲
「
総
統
與
杜
勒
斯
國
務
卿
談
話
摘
要
記
録
」
（
五
八
年
【
○
旦
＝
日
）
。

⑨
轟
轟
、
一
㊤
㎝
。
。
山
8
ρ
導
島
㊤
．

⑩
、
謁
q
動
6
切
。
。
山
8
ρ
辱
お
9
効
陶
q
動
ω
盲
昆
Φ
ヨ
Φ
琴
属
。
．
卜
。
0
一
’

　
〉
口
鴛
『
ヨ
Φ
簿
H
．

⑪
弟
8
．
ω
琶
営
①
ヨ
Φ
営
窯
9
卜
。
㎝
回
’
〉
器
。
7
ヨ
①
舞
ピ

⑫
翁
携
’
G
。
琶
。
δ
ヨ
①
簿
　
署
。
．
吋
望
’
〉
欝
魯
ヨ
①
葺
P
黄
少
谷
か
ら
蒋
介
石
お
よ

　
び
陳
誠
宛
て
覚
書
（
五
八
年
【
○
月
一
ご
二
日
）
、
四
＝
二
・
一
／
○
〇
一
六
中
美

　
會
商
（
記
録
）
（
第
一
冊
）
、
中
華
民
国
外
交
部
。

⑬
鳶
窮
¶
ω
巷
営
。
ヨ
Φ
g
ぎ
』
9
＞
偉
勲
。
ぽ
田
窪
け
G
。
■

⑭
麹
窮
■
ω
見
幕
ヨ
Φ
g
乞
。
．
卜
。
郎
■
〉
け
富
9
B
Φ
葺
即
効
男
8
■
6
切
。
。
山
㊤
①
ρ

　
蜀
鼻
ω
C
。
’
潰
ρ
愈
㌣
濠
N
魔
卜
。
1
濠
ρ
「
談
話
紀
録
」
（
五
八
年
～
○
月
二
三
日
）
、

　
四
〇
七
・
一
／
○
皿
八
八
　
蒋
総
統
談
話
資
料
難
論
關
函
件
、
中
華
民
望
外
交
部
。

⑮
署
8
」
¢
㎝
。
。
山
8
ρ
導
魔
ド

⑯
翁
8
鳥
綜
。
。
山
㊤
8
論
ρ
お
甲
介
戯
9
弟
8
噌
ω
畔
豆
Φ
ヨ
Φ
簿
　
Z
p
毒
前
掲

　
「
談
話
紀
録
縣
（
五
八
年
一
〇
月
二
三
日
）
。

⑰
鳶
湧
」
雷
。
。
∴
㊤
①
O
レ
㊤
」
。
。
一
’
卜
。
り
p
。
ω
O
ω
■
ω
①
刈
添
ω
ρ
前
掲
「
談
話
紀
録
」
（
五

　
熟
年
【
○
月
二
三
日
）
。
「
建
議
杜
卿
表
示
我
政
府
立
場
之
備
忘
録
」
（
五
八
年
一

　
〇
月
二
二
円
H
）
、
　
㎜
悶
～
｝
二
・
一
／
○
〇
一
山
ハ
　
・
甲
美
＾
曾
碑
間
　
（
記
録
）
　
（
第
一
冊
…
）
、

　
中
華
民
国
外
交
部
。

⑬
碧
窮
レ
O
α
。
。
山
0
8
漏
Φ
≦
詮
．

⑲
福
田
前
掲
書
、
一
八
三
1
一
八
四
頁
。
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お
　
わ
　
り
　
に

　
最
後
に
、
本
論
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を
あ
ら
た
め
て
整
理
し
、
そ
し
て
そ
れ
を
踏
ま
え
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
の
台
湾
政
策
の
変
容
を
も
た

ら
し
た
歴
史
的
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
、
現
時
点
で
の
筆
者
の
見
解
を
示
す
こ
と
と
す
る
。

　
変
容
を
も
た
ら
す
要
因
は
危
機
前
夜
ま
で
に
そ
の
姿
を
現
し
て
い
た
。
第
一
に
、
第
　
章
で
概
観
し
た
、
極
東
冷
戦
下
に
お
け
る
二
つ
の
現

実
、
す
な
わ
ち
こ
の
地
域
で
の
中
国
の
台
頭
、
な
ら
び
に
国
際
社
会
と
り
わ
け
西
側
同
盟
国
と
の
間
に
お
け
る
、
中
国
へ
の
対
応
を
め
ぐ
る
摩

擦
で
あ
る
。
そ
し
て
第
二
に
、
「
は
じ
め
に
」
で
言
及
し
た
、
台
湾
政
策
の
経
済
面
を
め
ぐ
り
政
権
の
実
務
官
僚
の
問
で
形
成
さ
れ
た
コ
ン
セ

ン
サ
ス
で
あ
り
、
彼
ら
は
危
機
の
前
か
ら
、
台
湾
の
経
済
的
自
立
と
そ
の
た
め
の
経
済
発
展
を
推
進
す
べ
き
と
の
認
識
で
～
致
し
て
い
た
。

　
五
八
年
晩
夏
に
勃
発
し
た
第
二
次
危
機
は
、
右
記
の
二
つ
の
現
実
の
狭
間
に
立
た
さ
れ
た
政
権
の
苦
境
を
先
鋭
化
さ
せ
た
。
す
な
わ
ち
、
政
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権
は
、
共
産
側
に
よ
る
こ
れ
以
上
の
威
信
拡
大
の
阻
止
を
至
上
命
題
と
し
な
が
ら
、
危
機
へ
の
対
応
に
お
い
て
国
際
的
孤
立
と
称
し
て
よ
い
状

況
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
同
月
下
旬
の
「
棚
上
げ
」
案
を
め
ぐ
る
国
連
で
の
動
向
は
、
そ
う
し
た
孤
立
が
悪
化
す
る
一
方
で
あ
り
、

そ
れ
故
、
危
機
へ
の
対
応
に
お
け
る
国
際
世
論
の
重
要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
た
こ
と
を
政
権
に
痛
感
さ
せ
た
。

　
そ
し
て
、
一
〇
月
に
入
り
危
機
が
つ
い
に
終
息
へ
と
向
か
い
始
め
る
な
か
、
そ
の
重
要
性
は
危
機
へ
の
対
応
を
越
え
て
、
中
国
を
め
ぐ
る
中

長
期
的
な
対
応
に
お
い
て
増
す
こ
と
と
な
る
。

　
そ
の
契
機
は
、
～
○
月
上
旬
の
中
国
の
新
た
な
動
き
で
あ
っ
た
。
軍
事
的
手
段
に
よ
る
金
門
封
鎖
の
失
敗
を
受
け
、
中
国
は
、
非
軍
事
的
手
段

に
よ
り
国
際
社
会
の
親
中
姿
勢
を
促
進
す
る
「
政
治
戦
争
」
を
、
危
機
後
の
共
産
側
の
威
信
拡
大
の
手
段
と
し
て
新
た
に
選
択
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
政
権
は
、
今
後
、
国
際
社
会
に
お
け
る
対
中
接
近
の
趨
勢
は
強
ま
る
一
方
で
あ
ろ
う
と
の
展
望
の
下
、
中
国
の
政
治
攻
勢
を
前
に

そ
の
趨
勢
を
抑
え
る
こ
と
に
悲
観
的
と
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し
て
、
危
機
前
か
ら
顕
在
化
し
て
い
た
、
中
国
へ
の
対
応
を
め
ぐ
る
国
際
社
会
と

の
摩
擦
、
そ
し
て
そ
れ
と
表
裏
一
体
を
な
す
国
府
の
国
際
的
孤
立
と
い
う
問
題
が
、
か
っ
て
な
い
深
刻
さ
と
と
も
に
政
権
の
前
に
立
ち
現
れ
た

の
で
あ
る
。
い
ま
や
政
権
は
、
対
中
封
じ
込
め
と
台
湾
の
確
保
を
重
要
な
核
と
す
る
、
「
分
断
固
定
化
」
の
崩
壊
の
危
機
に
直
面
し
て
い
た
。

　
そ
こ
で
、
ダ
レ
ス
は
こ
の
窮
地
を
脱
す
る
手
立
て
を
、
大
陸
の
共
産
政
権
に
対
抗
す
る
唯
一
正
統
な
中
国
政
府
と
し
て
の
、
国
府
の
対
外
的

「
イ
メ
ー
ジ
」
を
改
善
し
、
そ
の
訴
求
力
を
高
め
る
こ
と
に
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
そ
の
構
想
を
政
権
と
し
て
の
立
場
へ
ま
と
め
上

げ
る
べ
く
台
湾
政
策
の
再
検
討
が
始
動
し
、
一
＝
日
ま
で
に
次
の
結
論
が
導
き
出
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
武
力
反
攻
に
代
わ
り
、
非
軍
事
的
手

段
1
「
中
国
文
明
の
保
護
者
」
た
る
こ
と
一
に
よ
る
大
陸
復
帰
の
実
現
を
、
国
府
の
担
う
べ
き
新
た
な
「
役
割
」
と
し
て
再
定
義
し
、
か
つ
、

そ
う
し
た
「
役
割
」
の
転
換
を
対
外
的
に
表
明
す
る
こ
と
で
、
国
府
の
イ
メ
ー
ジ
の
改
善
を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
。
そ
し
て
、
台
北
で
の
蒋
と

の
直
接
会
談
に
お
い
て
ダ
レ
ス
は
か
か
る
立
場
を
守
り
抜
き
、
一
一
三
日
、
そ
の
立
場
を
反
映
し
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
」
が
公
表
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
本
稿
が
明
ら
か
に
し
た
、
第
二
次
危
機
下
に
お
け
る
政
権
の
対
応
の
要
諦
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
踏
ま
え
、
危

機
後
、
「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
一
連
の
行
動
へ
と
政
権
を
導
い
た
論
理
を
説
明
す
る
な
ら
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
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ダ
レ
ス
は
、
台
北
会
談
終
了
直
後
、
「
所
望
と
の
］
協
議
は
非
常
に
価
値
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
た
よ
う
に
、
訪
台
の
成
果
そ
の
も
の

　
　
　
　
　
　
①

に
満
足
し
て
い
た
。
と
は
い
え
彼
は
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
」
を
導
き
出
す
こ
と
に
な
っ
た
根
本
的
問
題
1
「
分
断
固
定
化
」
崩
壊
の
阻
止
1
が
、

そ
れ
を
以
て
解
決
さ
れ
た
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
実
際
、
彼
は
、
上
述
の
国
際
社
会
の
趨
勢
に
鑑
み
れ
ば
、
危
機
後
も
「
長
き
に
わ
た

り
」
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
」
の
「
実
効
的
な
応
用
（
巨
℃
o
答
磐
け
呂
喜
。
器
8
）
」
、
つ
ま
り
実
践
を
通
じ
て
、
「
政
治
、
経
済
、
社
会
［
等
］
の
」
領
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

で
国
府
の
「
繁
栄
」
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
問
題
に
取
り
組
み
続
け
る
必
要
を
認
識
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
経
済
面
で
の
実
践
に
お

い
て
彼
は
、
台
湾
で
の
「
経
済
発
展
…
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
実
現
」
に
よ
り
、
中
国
共
産
党
政
権
に
対
す
る
国
府
の
体
制
面
の
優
位
を
誇
示
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

る
こ
と
で
、
国
際
社
会
に
お
け
る
そ
の
訴
求
力
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。

　
危
機
後
、
彼
が
こ
の
よ
う
な
構
想
を
得
た
こ
と
は
、
前
述
の
危
機
前
に
お
け
る
政
権
中
下
位
レ
ベ
ル
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
、
い
ま
や
政
権
中

枢
に
よ
り
共
有
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
た
だ
、
そ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
、
本
稿
冒
頭
で
述
べ
た
、
経
済
改
革
を
国
府
に
促

す
政
権
の
働
き
か
け
と
し
て
具
現
化
す
る
に
は
さ
ら
な
る
契
機
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
契
機
は
五
九
年
秋
に
訪
れ
た
。
一
ケ
月
半
ば
、
六
～
会
計
年
度
の
対
外
経
済
援
助
を
め
ぐ
り
政
権
内
部
で
開
か
れ
た
、
「
援
助
水
準
を

再
検
討
す
る
聴
聞
会
（
〉
置
い
Φ
＜
鉱
幻
Φ
く
δ
萎
鵠
＄
寒
晒
閃
ω
）
」
の
場
で
I
C
A
が
示
し
た
二
念
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
中
国
の
「
経
済
と
パ
ワ
ー
扁
の
「
継
続
的
か
つ
急
速
な
発
展
」
と
い
う
脅
威
を
前
に
ア
ジ
ア
の
「
自
由
」
を
確
保
す
る
た
め
に
、

だ
が
他
方
で
、
対
外
援
助
に
対
し
「
［
国
内
で
］
じ
わ
じ
わ
と
広
が
る
苛
立
ち
」
を
背
景
に
連
邦
議
会
で
浮
上
し
た
、
あ
ら
ゆ
る
国
へ
の
「
無
償

援
助
を
段
階
的
に
停
止
す
」
べ
し
と
の
要
求
に
も
鑑
み
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
な
か
で
、
今
後
「
か
な
り
の
成
長
率
」
が
見
込
ま
れ
、
か
つ
「
共
産

中
国
の
象
徴
的
な
対
抗
者
（
望
B
σ
o
膏
8
ヨ
b
①
簿
。
お
）
」
と
な
り
得
る
国
に
向
け
て
、
無
償
援
助
に
代
え
、
「
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
型
」
の
一
「
最

大
限
の
自
助
」
を
引
き
出
し
つ
つ
、
米
援
を
漸
次
縮
小
さ
せ
る
一
「
援
助
の
取
り
組
み
」
を
集
申
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
他
の
ア
ジ

ア
諸
国
よ
り
も
讐
大
き
な
経
済
的
潜
在
力
」
を
有
し
「
自
由
中
国
の
代
弁
者
」
で
あ
る
国
府
こ
そ
、
そ
う
し
た
取
り
組
み
の
対
象
国
と
し
て
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

過
し
く
、
今
後
、
自
由
主
義
体
制
の
下
で
経
済
発
展
を
実
現
し
た
「
先
導
的
模
範
」
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と
。
「
は
じ
め
に
」
で
書
及
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第二次台湾海峡危機とアメリカ合衆国の台湾政策（吹戸）

し
た
、
五
九
年
末
の
I
C
A
副
長
官
サ
ッ
ツ
ィ
オ
に
よ
る
国
府
へ
の
提
案
と
は
、
危
機
前
夜
ま
で
に
政
権
の
実
務
官
僚
の
間
で
戦
わ
さ
れ
た
具

体
的
議
論
と
、
上
記
の
政
権
全
体
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
と
を
土
台
に
、
か
か
る
I
C
A
の
提
言
が
旦
ハ
現
化
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

　
な
お
、
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
本
稿
は
、
危
機
前
の
政
権
中
下
位
レ
ベ
ル
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
、
政
権
全
体
の
そ
れ
と
な
る
に
至
っ
た
配
下
体
的

プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
解
明
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
そ
れ
で
も
、
右
に
述
べ
た
、
危
機
後

の
政
権
に
よ
る
一
連
の
行
動
と
そ
れ
ら
の
行
動
を
規
定
し
た
論
理
の
下
、
政
権
の
台
湾
政
策
は
そ
の
経
済
面
が
前
景
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
質

的
な
変
容
を
遂
げ
た
の
だ
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
か
く
し
て
、
危
機
後
の
新
た
な
台
湾
政
策
の
下
、
国
府
は
、
自
宙
主
義
体
制
下
で
の
経
済
成
長
を
通
じ
大
陸
の
共
産
政
権
に
対
す
る
体
制
上

の
優
位
を
誇
示
す
る
こ
と
で
、
国
際
社
会
と
く
に
ア
ジ
ア
の
非
共
産
諸
国
に
向
け
ア
ピ
ー
ル
す
る
、
「
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
（
ω
7
0
芝
O
蝉
ω
Φ
）
」
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

新
た
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
以
後
、
体
制
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
め
ぐ
る
争
い
と
い
う
冷
戦
の
側
面
が
ま
す
ま
す
色
濃
く

な
る
状
況
下
、
台
湾
は
、
欧
州
に
浮
か
ぶ
陸
の
孤
島
西
ベ
ル
リ
ン
と
同
様
の
働
き
を
極
東
の
洋
上
で
果
た
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

①
寿
窮
レ
O
切
。
。
山
㊤
8
」
㊤
誌
云

②
弟
8
篇
霧
。
。
山
㊤
①
O
」
㊤
　
Q
。
㊤
P
鼻
心
鼻
．

③
↓
①
門
ぎ
ヨ
筈
①
的
ヨ
ぴ
霧
塁
ぎ
刃
O
O
け
。
夢
①
U
O
ψ
ω
三
〇
タ
6
切
。
。
．
『
㊤
ω
■

　
？
ζ
ω
℃
＼
＝
l
Q
。
G
臼
c
O
．
写
二
野
Ω
ミ
¶
宮
一
．
幻
①
虹
卜
a
㎝
9

④
ζ
①
ヨ
。
．
坤
○
ヨ
留
8
δ
8
℃
ユ
目
9
2
。
一
同
O
＞
ω
3
錬
δ
ω
①
p
｝
㊤
羽
四
巳

　
ζ
o
日
。
．
蹄
。
日
r
旨
ω
m
o
o
δ
8
0
竃
o
P
い
。
O
O
9
一
㊤
8
、
ぎ
．
．
牢
。
σ
q
B
8
日
ぎ
ゆ
q

　
問
閃
一
8
一
．
．
建
号
5
し
d
o
×
①
9
讐
山
ζ
①
ヨ
。
．
ゆ
o
B
ピ
．
旨
ω
鋤
8
δ
8
簿
Φ

　
O
o
o
a
ぎ
舞
。
「
o
h
3
Φ
竃
＝
讐
p
。
一
ω
①
o
霞
搾
《
諄
品
冨
奪
ρ
ま
O
o
酔
．
一
Φ
朝
ρ
ぎ
、
．

　
↓
動
ζ
き
勾
鴫
一
㊤
①
O
．
．
鍵
号
5
⇔
d
o
×
刈
ρ
巴
＝
鄭
ω
⊆
庶
Φ
o
け
霊
δ
ω
O
暁
夢
Φ
臣
同
Φ
9
0
鉾

　
一
㊤
総
↓
Φ
①
O
（
¢
U
一
り
一
〉
）
甲
ヵ
O
心
①
P
オ
キ
ζ
Φ
日
。
．
o
h
O
o
口
＜
Φ
屋
鯨
鳳
o
P
駅
O
o
叶
■

　
一
〇
㎝
9
㌶
．
．
O
o
ロ
h
韓
Φ
部
8
固
δ
ω
”
い
0
8
心
U
器
O
．
O
閃
顧
O
Q
Q
．
、
♂
5
①
郭
ゆ
O
×
い
の
O
ρ

O
o
障
色
屋
冨
8
閃
躍
Φ
ω
、
H
潔
㊤
山
㊤
①
も
Q
’
閃
O
α
ρ
三
》
竃
Φ
B
o
．
ヰ
。
ヨ
ζ
四
境
ぎ
（
○
〉
）
8

　
℃
鴛
ω
O
口
q
。
旧
一
〇
〇
〇
け
｝
㊤
㎝
P
ぎ
．
、
窯
無
δ
コ
聾
ω
け
O
臣
ロ
餌
お
切
㊤
．
．
け
変
異
層
じ
u
O
×
9

　
じ
d
霞
Φ
窪
o
h
鳴
黛
」
「
両
簿
ω
審
3
＞
貯
㎝
「
ω
O
o
罠
①
9
8
留
g
Φ
帥
巳
ω
口
ぴ
δ
2
コ
苛
ω
管

　
一
雷
9
カ
Ω
q
P
三
〉
．

⑤
前
掲
竃
①
讐
。
■
ぎ
奪
び
」
．
Q
。
島
。
。
9
酵
。
警
ω
O
。
。
蚤
量
8
N
o
津
冨
ζ
耳
琶

　
ω
Φ
2
導
矯
℃
δ
α
q
轟
ヨ
ω
』
①
0
9
一
㊤
㎝
ρ

（
江
蘇
大
学
外
国
語
学
部
日
本
語
教
師
）

177 （177）



Guangdong　authorities　promotion　of　the　transfer　of　the　registration　of　small

steamers　from　foreign　to　Chinese　ownership，　foreign　aRd　chiefly　British

registry　decreased　and　Chinese　registered　vessels　predominated．　The

resulting　decrease　in　the　losses　to　foreign　ships　and　foreigners　instigated　a

decreased　concern　with　the　“problem　of　piracy”　among　not　only　foreigners

but　the　Qing　government　as　welL　Because　of　this　fact，　the　response　of　the

Qing　government　did　not　fundamentally　address　the　problem，　and　the

political　instability　in　Guangdong　after　the　Xinhai　Revolution　once　again　led

to　a　spread　of　piracy．

The　Second　Taiwan　Strait　Crisis　and　U．S．　Taiwan　Policy：　Towards

an　Understanding　of　the　Historic　Dynamism　that　Brought　about　the

　　　Alteration　of　Taiwan　Policy　in　the　Latter　Half　of　the　1950s

by

FUKITO　Masami

　　In　the　summer　of　1955　shortly　after　the　resoiution　of　the　First　Taiwan

Strait　Crisis，　a　newer　form　of　political　order　called　the　“establishment　of

separation”　arose　in　the　TaiwaR　Strait．　The　core　elements　of　this　system

were　containment　of　China　and　security　for　Taiwan　with　the　aim　of　stability

in　the　Far　East，　including　the　Strait，　as　the　embodiment　of　the　Eisenhower

administration’s　（hereafter　the　administration）　thinking．　Under　this　system，

the　administration’s　Taiwan　policy　of　the　mid－1950s　then　emphasized

strengthening　the　military　of　the　Republic　of　China　（hereafter　the　ROC）　and

political　stability　within　Taiwan，　and　the　long－term　economic　deveiopment　of

Taiwan　was　subordinated　to　these　political　demands．　However，　four　years

later　there　was　a　conspicuous　change　in　the　character　of　the　policy．　From

1959　the　administration　repeatedly　pressured　the　ROC　to　restrain　military

spending　that　was　impingiRg　on　Taiwan’s　economic　development，　and　at　the

end　of　the　same　year　hinted　at　the　termination　of　economic　assistance　in　the

near　future，　pushing　the　ROC　to　promote　systematic　economic　reform　to

rnake　economic　growth　possibie　and　enable　Taiwan’s　economic　self－

sufficiency．　The　character　of　Taiwan　policy　changed　as　the　economy　became

the　first　priority．
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　　The　author　believes　the　key　to　understanding　the　historic　dynamism　that

brought　about　this　change　was　the　actions　of　interRational　society　toward

the　People’s　Republic　of　China　（hereafter　the　PRC）．

　　After　the　mid　1950s　the　Chinese　presence　in　the　Far　East　rapidly

strengthened，　and　accordingly　friction　between　the　United　States　and

international　society　over　the　proper　response　to　China　heightened．　ln

contrast　to　the　United　States　that　was　unrelenting　in　its　negative　stance

toward　China　under　its　policy　of　containment，　international　society　gradually

strengthened　its　position　of　rapprochement　with　China．　Furthermore，　this

movement　iR　international　society　and　the　negative　iRfluence　that　the

internationai　isolation　of　the　ROC　as　well　as　that　of　the　administration　that

supported　it　imposed　on　the　security　of　Taiwan　were　two　sides　of　the　same

coin．　Additionally，　this　friction　and　isolation　risked　violently　shal｛ing　the

“establishment　of　separation．”

　　With　the　Second　Taiwan　Strait　Crisis　that　erupted　in　the　last　weeks　of

August　in　1958，　this　risk　became　reality．　The　ROC－controlled　island　of

Jinmen　was　subjected　to　large－scale　bombardment　by　the　PRC，　and　the

administration　made　clear　its　position　in　support　of　the　ROC’s　defense　of　the

island　and　strengthened　its　stance　in　opposition　to　China，　but　in　response，

internationai　society　strongly　opposed　the　U，S．　staRce．　As　a　result，　by　the

beginning　of　October　the　friction　and　isolation　resulting　from　the　crisis

reached　the　breaking　point，　and　the　administration　was　faced　with　a

situation　in　which　the　“establishment　of　separation”　might　be　destroyed　To

prevent　this　destruction，　the　administration　then　attempted　to　improve　the

external　image　of　the　ROC　as　the　sole　legitimate　Chinese　government，　and

by　promoting　this　appeal　tried　to　curtail　the　further　rapprochement　of

international　society　with　China．　Then，　on　tke　23rd　of　October，　in　the　joint

communiqu6　issued　after　the　meeting　of　Secretary　of　State　John　Foster

Dulles，　who　was　visiting　Taiwan，　and　President　Chiang　Kai－shek，　the　ROC

deviated　from　its　previous　policy　of　the　overthrow　of　Communist　China　by

military　force．　ln　publiciziRg　its　new　stance　of　seeking　a　return　to　the

mainland　through　peaceful　meaBs，　it　achieved　for　the　time　being　its　iong－

sought　objective　of　raising　the　externai　appeal　of　the　ROC．

　　However，　the　administration　did　not　feel　that　this　resuit　alone　would　be　a

solution　preventing　the　disquieting　prospect　of　the　destruction　of　the

“establishment　of　separation．”　Given　the　aforementioned　movement　of

international　society　that　had　begun　prior　to　the　crisis　aRd　which　showed

every　prospect　of　continulng　and　after　the　crisis　as　well，　the　administration
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was　fully　cognizant　of　the　necessity　of　constantiy　enhancing　the　ROC’s

image　by　the　external　display　of　the　systematic　superiority　of　the　ROC　over

the　PRC．　The　U．S．　then　sought　a　means　of　realizing　high　growth　in　the

Taiwanese　economy　within　the　liberal　system，　and　with　that　goal　in　mind　it

put　genuine　pressure　on　the　ROC　from　1959．　As　noted　above，　the　demands

on　the　ROC　for　systematic　reform　at　the　end　of　the　same　year　were　Rothing

other　than　the　result　of　this　policy，　and　the　change　in　the　character　of

Taiwan　policy　shifting　to　an　emphasis　on　the　ecoRomy　was　implemented　in　a

series　of　processes　that　culminated　in　these　demands．　ln　this　manner，　under

the　new　Taiwan　policy　aRd　the　increasingly　dire　circumstances　of　the　Cold

War　struggle　over　systems　and　ideology，　Taiwan　appealed　to　international

society　using　its　economic　growth　as　a　showcase，　fulfilling　the　same　function

as　West　Berlin，　an　isolated　island　on　the　European　continent，　as　an　island　in

the　Far　East．

The　Significance，　Limitations　and　Prospects　of　Research　on　Tumuli

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　Graves　by　the　Sea

by

UOZU　Tomokatsu

　　Within　the　tumuli　and　graves　of　the　Kofun　period　in　Japan，　there　are　some

situated　near　the　sea．　ln　this　article，　1　define　the　tumuli　and　graves

constructed　near　the　sea　by　those　whose　livelihood　was　deeply　connected

with　and　centered　on　the　sea　as　“tumuli　and　graves　by　the　sea，”　and　I　argue

the　benefit　and　limitations　of　the　concept　of　tumuli　and　graves　by　the　sea

and　then　state　the　prospects　for　future　study．

　　In　the　first　section，　1　point　out　the　following　two　points　regarding　the

significance　of　this　research，　The　first　became　the　impetus　for　a　re－

evaluation　of　the　location　of　tumuli．　The　second　can　be　called　the

establishment　of　a　perspeetive　on　tumuli　and　graves　by　the　sea　as　one　form

of　coastal　archaeological　site　that　earlier　human　societies　had　left　in　terms　of

the　natural　environment　of　the　sea．　Both　have　great　significance　in

highlightiRg　the　essence　of　tumuli　that　were　“tombs　for　ruling　the　land”　in

an　overview　of　all　tumuli　society．
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